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1. 2023（令和５）年度事業成果と総括 

 

コロナ中にまいた種がさまざまに芽を出した１年 

 

代表理事 ⾨脇篤 

2023年度は、いつ終わるとも知れず⻑くつづいたコロナが収束し、やっと普段の活動ができる

⽇々が訪れました。これにより、これまでひかえてきた外へ向かっての活動を取り戻し、コロ

ナの間に試⾏錯誤し、培ったあれこれも取り⼊れながら、さらに発展させてきた１年でした。

しばらく途絶えていた新規スタッフの受け⼊れも始まり、本年度は⽀援学校から１名が、2024

年度は２名が、新たに利⽤契約、アーティスト契約を結んでそれぞれの表現や⽣き⽅を模索し

ています。 

新たに始まった仙台市内の福祉サービス事業所、⽂化センターと互いの事業所に滞在する「交

換留学」は、これまで連携してきた団体間の交流を促進するとともに、改めて⾃分たちの取り

組みを⾒直す機会となりました。また、バスを借りて化⼥沼へ⽇本でも稀有となった渡り⿃を

⾒に⾏くなど、外へ向かっての活動は新たな展開を⾒せています。 

事業としても、特定⾮営利活動法⼈ふうどばんく東北AGAINとの連携事業が本格化し、特にこ

ども⽀援分野で⼤きな進展が⾒られました。⽂化芸術活動にとって、「なんじゃこれは！」

「すごい！」「そんなのあり？！」と、⾒たことのないもの、知らなかったものと、偏⾒のな

い感動をもって出会う経験は重要なものであり、その⼈の世界を広げ、この世界を広げていく

原動⼒です。そのためには、「社会化」される以前のこどもやその家族が広い意味での⽂化芸

術にふれる機会を提供し、そこにいあわせることは本団体のミッションを達成していくために

も⾮常に重要なものです。ふうどばんく東北AGAINとの新たな連携事業はそうしたものを埋め

る事業となっていくでしょう。 

そうした意味で、本年度はコロナ中にまいた種がさまざまに芽を出し、コロナ後へと⾶躍して

いくための１年となりました。この動きや気持ちを次年度へとつなげていきたいと思います。 

 

 

 

 

 



2. アートによる⾃⼰表現＝創造事業「つくる事業」（就労継続⽀援B型事業所の運営） 

⑴ 総括  

2023年度末のアート・インクルージョン・ファクトリー(以下、Ai)の利⽤者数は３2名。 新

型コロナウィルス(以下、新型コロナ)感染症予防として、昨年度に引き続き通所時の検温や

体調の確認、⼿指の消毒を継続。新型コロナが5⽉8⽇に5類感染症へと移⾏したことを受け、

事業所内でのマスク利⽤については着⽤を推奨するが、会話をせずに活動をする場合は着⽤

の有無を個⼈の⾃由とした。また、新型コロナの感染拡⼤に伴い利⽤が広がった在宅サービ

スについては、5類感染症への移⾏後、仙台市障害企画課社会参加係より新型コロナを理由

とする在宅利⽤廃⽌の通知があり、その利⽤期限は各スタッフの障害福祉サービス受給者証

の期限(誕⽣⽉)までとなった。5類感染症へと移⾏したものの、宮城県内での感染の波は収

まらず、スタッフからの不安の声は少なくなかった。制度廃⽌後間もなく受給者証の更新時

期となったスタッフの中には、公共交通機関の利⽤や⼈混みでの新型コロナ感染に不安を感

じるスタッフもおり、通所することを避け、休むことを選択する場合もあった。⻑らく続い

た⽣活様式の⼤きな変化や感染への不安などにより、強迫症状の強まりを感じるスタッフや、

新型コロナに対応した⽣活リズムにようやく慣れた中、新型コロナ以前の⽣活リズムへと戻

していくということは、スタッフにとっても⼤きなストレスとなり、⼾惑う声は少なくなか

った。新型コロナ感染症が理由とはならないが、それに伴う強迫症状の増加やその他の理由

によって在宅サービス利⽤の新たな申請を希望するスタッフについては、パートナーがスタ

ッフ本⼈やご家族に⼗分に聴き取りをし、在宅利⽤に係る届出書を作成し、スタッフの居住

地を管轄する区役所、⽀所に申請書を提出した。申請時には本⼈、ご家族と共にパートナー

が同⾏し、窓⼝にて申請内容を説明した。利⽤許可が下りたスタッフについては障害福祉サ

ービス受給者証に在宅利⽤の記載がなされた。在宅サービス利⽤者との連絡には、電話やLI

NE、zoomを⽤いてコミュニケーションを図り、本⼈の希望や体調を細かく把握し、ご家族

との情報共有や連携を取りながら⽀援につとめた。 

4⽉には新型コロナにより実施を⾒送っていたウェルカムパーティを仙台市市⺠活動サポー

トセンターにて4年ぶりに開催することができた。当⽇はスタッフ・パートナー他、ご家族、

講師、相談⽀援専⾨員やAiに関わる⽅々約80名が集い交流した。2019年の5⽉以降に利⽤を

開始したスタッフ2名と2023年4⽉から利⽤を開始したスタッフ1名の、合わせて3名のスタ



ッフを関係者へと紹介することができた。また、同じく開催を⾒送っていた家族会を開催す

ることができ、ご家族のもつ不安や疑問などを共有し交流する機会へと繋がった。 

 

  

  
ウェルカムパーティの様⼦ 

 

コロナ禍でAiギャラリーでの展覧会開催やステージ出演の機会が失われたことによって⽣ま

れたオンラインでの展覧会、トーク・ライブ企画は引き続き⽉１回のペースで開催した。こ

の他、スタッフが提案・企画し、主体となって参加する活動の機会を重視し、駄菓⼦を販売

する「たかぴい商店」「むかし遊びコーナー」「スイーツアートワークショップ」「似顔絵」

「粘⼟作品実演販売」などの企画が数多く実施された。スタッフそれぞれの持ち味や強みを

発揮する場のひろがりとともに、地域の⽅々との交流の機会へと繋がった。また、毎⽉発⾏

のAiニュースペーパの原稿制作や取材、写真撮影、オンライン企画の配信作業(PAやオペレ

ーター)、MCなどにもスタッフが積極的に関わることにより、技術の更なる向上にも繋がっ

た。 

地域交流事業として、2021年度から実施しているAiファクトリー＠⼀番町を全3回実施した。

ぶらんど〜む⼀番町アーケード内に、事業所内で使っている机や画材、作品を設置し、スタ



ッフによる公開制作を⾏いＡｉの⽇常を再現した。また、３名のアーティストによる展⽰企

画を同時に実施し、作品を通して地域の⼈々との交流へと繋がった。 

 

 

 

 

 
Aiファクトリー＠⼀番町の様⼦ 

 

  
ペットフェスでの粘⼟作品実演販売     フォーラスでの似顔絵コーナー 

 

この他、2021年より参加している仙台市のフードドライブ事業にて、引き続き運搬団体と

して週1回⽉曜⽇にイオン仙台店と藤崎百貨店から、2週に1回⾦曜⽇に仙台市市⺠活動サポ

ートセンターからの⾷品回収をボランティアとして継続している。⾷品回収には５〜６名の

スタッフが、賞味期限のチェックにはさらに５名程度のスタッフが参加している。⾷品ロス

への関⼼や⺟⼦世帯、外国⼈留学⽣など、フードバンクを利⽤する⽅々が置かれている現状

への理解の深まりとともに、「⾃分の仕事。」「誰かの役に⽴てている。」という声が聞か

れ、主体的な関わりが⾒られた。 



施設外での取り組みとして、昨年に引き続きNPO法⼈仙台市精神保健福祉団体連絡協議会

が実施するピアサポーター養成講座を３名のスタッフが受講した他、Aiを拠点とするピアサ

ポーターの集いへの参加など、ピアサポートへの関⼼へと繋がった。また、仙台市社会福祉

協議会と仙台市障害者福祉協会の事業である企業や市⺠向けの「仙台市障害理解サポーター

養成研修」の派遣講師としての活動にスタッフ1名が参加し、⼗数回の講師活動を⾏った。

ピアサポート活動は当事者研究へと繋がり、来年度は「浦川べてるの家」主催の当事者研究

会への参加や、当事者研究全国⼤会の実施団体の⼀員として活動を広げていく⽅向である。 

 また、⾼次脳機能障害講習会での講話や、ほっぷの森〜⽉⼀カレッジでの講演など、⾃⾝

の経験を通した活動を⾏った。 

  
⾼次脳機能障害講習会でのたかＰさん     ⽉1カレッジでの市川洋⼀さん 

 

 南三陸町歌津⽀所では、⻑年南三陸の古⽣物を研究し、レポートやオリジナルの⿂⻯キャ

ラクターを⽣み出した安藤さんの作品が展⽰された。 

 
南三陸町歌津⽀所での展⽰の様⼦ 

 



⻑町の駄菓⼦店「ハトヤ」店主との１０年以上にも渡る交流から⽣まれた「出張ハトヤ た

かぴい商店」は、Ai主催の企画のみならず、河原町マルシェやとみやっこプレーパークなど

の地域交流やこどもの居場所作りへと広がっている。この他、マイナビレディース試合会場

でのボランティア活動やファッションショーでのモデルとして5名のスタッフが参加するな

ど、事業所内での活動に留まらず、それぞれの関⼼や個性、能⼒を⽣かし、個々の可能性が

⼤きく広がっている。 

  
河原町マルシェの様⼦           マイナビレディースでのボランティア活動 

    
DATENA SENDAI COLLECTION 

  
たかぴい商店の様⼦(お花⾒マルシェにて)  (ボスクオーレ仙台ホームゲームにて) 



互いの事業所を⾏き来して交流する取り組み『交換留学』は、仙台市内にある「わらしべ舎

⽻⿊台⼯房」と「たむたむ舎中⼭⼯房」と協⼒して実現した。 

  
交換留学「わらしべ舎 ⽻⿊台⼯房」にて 

 
アート・インクルージョンにて(わらしべ舎のメンバーとともに) 

 

 

⑵  Aiファクトリーの運営   

２０２３年度の⽉別平均利⽤者数は以下の通り。(通所、在宅の合計) 

 4⽉２７⼈・5⽉２７⼈・6⽉２５⼈・7⽉２５⼈・8⽉２５⼈・9⽉２２⼈・10⽉２４⼈   

11⽉２６⼈・12⽉２５⼈・1⽉２１⼈・2⽉２３⼈・3⽉２２⼈  

 

プログラム内容 

パートナーとスタッフでつくるプログラム、外部講師とのワークショップ、Ai主催事業の企

画・運営、他団体・地域の主催事業などへの参加を⾏った。  

 



① パートナーとスタッフでつくるプログラム  

・朝の会、帰りの会 

・制作タイム  

・商品作り 

・アート・プログラム 

・コミュニケーション 

・フリートーク 

・本の時間 

・アロマテラピーのワークショップ  

・パフォーマンスデー 

・ストレッチ 

・⼈形劇 

・映画デー  

・ステージ練習 

・⼥⼦会 、男⼦会 

  
⼥⼦会の様⼦ 

  
男⼦会の様⼦              アロマテラピーワークショップ 



②外部講師によるワークショップ  

・⼿話 (zoom利⽤)・・・⽉1回 

 講師の穀⽥千賀⼦⽒にご協⼒頂き、上半期はオンラインでのプログラムを実施。スタッフ

が⼿話を⽇常に取り⼊れられるように、挨拶や⽇付、曜⽇などを学んだ。下半期には新型コ

ロナ前と同様に事業所内でのプログラム実施に移⾏し、「やさしさに包まれたなら」、「き

よしこの夜」などの歌を題材に⽤いて、楽しく取り組めるプログラム作りにご尽⼒いただい

た。 

 

・⾳楽１・・・⽉１回 

講師の及川久美⼦⽒にご協⼒いただき、体や顔のこわばりをほぐすストレッチや発声練習を

実施。リラックスして参加ができる雰囲気の中、様々な楽器を⽤いて、リズムを楽しむプロ

グラム作りを実施いただいた。また、橋姫伝説ミュージカルの新バージョン制作において、

挿⼊曲や効果⾳の制作などの演出にご尽⼒いただいた。楽楽楽⽂化祭ではピアノ演奏でご参

加いただいた。 

 

・⾳楽２・・・⽉１回 

 講師の本郷由起⼦⽒にご協⼒いただき、発声練習やリズム遊びなど、楽しく参加ができる

プログラムを実施いただいた。⼀⼈⼀⼈の個性やペースに合わせて様々な題材を提案いただ

き、枠にとらわれない表現の時間作りにご尽⼒いただいた。 

 

・クレイ粘⼟・・・⽉１回 

講師の松並京⼦⽒をはじめ、井上節⼦⽒、渡辺久美⼦⽒にご協⼒いただき、粘⼟を使った制

作を実施。スタッフとのコミュニケーションを⼤事にした関わりや、それぞれのスタッフの

個性に合わせた細やかな気配りなど、スタッフが安⼼して取り組める環境作りにご尽⼒いた

だいた。制作した粘⼟作品は、ウェルカムパーティでのブローチやフードバンク東北あがい

んでの熊⼿やアロマリースワークショップにて装飾パーツとして活⽤した。 

 

・クリニカルアート・・・⽉１回 



講師の⼩野寺良枝⽒にご協⼒いただき、スタッフの個性やペースに合わせたコミュニケーシ

ョンやスタッフが取り組みやすい制作⽅法を細かく研究いただき、様々な技法を取り⼊れた

プログラムを実施いただいた。毎回異なるテーマをご提案いただいたことでスタッフの関⼼

も⼤きかった。 

  
 

・ことのはアート 

講師の渡辺祥⼦⽒にご協⼒いただき、ことばを、呼吸、表情、発声、リズムなどを使って全

⾝で表現をする新プログラムを実施。スタッフ⼀⼈⼀⼈と対話をし、集中⼒を育む働きかけ

にご尽⼒いただき、スタッフ皆が同じペースで取り組むことができた。スタッフが中⼼とな

って創る「おむすびころりん」のAiバージョンも完成した。 

 

・タイルアート＆スイーツアート 

講師の森敏美⽒にご協⼒いただき、モザイクタイルを使った⽴体作品を制作。また、愛⼦⽒

による粘⼟で作るスイーツアートワークショップを実施いただいた。美しいタイルや愛⼦⽒

による⼿作りパーツを⽤意いただき、配置を考えながら制作することや⾒た⽬の美しさを楽

しみながら実施した。 

  



・⾝体アート・・・⽉１回 

講師の渋⾕裕⼦⽒にご協⼒いただき、ストレッチや体を意識したプログラムを実施。個々の

持つ個性や感性を引き出すような働きかけにご尽⼒いただき、互いの動きを感じ取ることで、

相互コミュニケーションへと繋がり、表現⼒を⾼める時間となった。 

 

・凧作りワークショップ＆藍のたたき染めワークショップ 

 講師の⽮吹重光⽒に協⼒いただき、折り紙で作れる凧作りワークショップを実施いただい

た。スタッフの制作ペースやそれぞれの希望に合わせた作業⼯程や材料、デザインの提案を

いただき、普段ワークショップに参加をしないスタッフが参加するなど、楽しく取り組める

雰囲気作りにご尽⼒いただいた。また、藍を使った叩き染めでは初めての染物を体験した。 

 

・運動の時間・・・⽉１回 

講師としてフットサルチームヴォスクオーレ仙台のコーチにご協⼒いただいた。ストレッ

チや筋⼒トレーニングをはじめ、ボールや障害物を使い、きつ過ぎず簡単すぎない、程よい

負荷の運動を⾏った。スタッフの体⼒やペース、反応に合わせて、楽しく取り組めるプログ

ラムの考案に尽⼒いただいた。 

 

・絵本のとびら・・・⽉１回 

講師の村松由⾥⼦⽒にご協⼒いただき、毎回３冊の絵本を読んでいただいた。絵本から感じ

取った気持ちを皆で共有し、それぞれの視点や価値観に触れる機会となった。来年度は新し

い試みとして、村松⽒による「絵本の朗読」とスタッフによる「演奏」を融合したことばと

⾳の表現に取り組む予定である。 

  
 



・ダンスの時間・・・２０２４年３⽉実施 

講師の今野慎⼀郎⽒にご協⼒いただき、２０２４年度からの新プログラム導⼊に向けてプレ

ワークショップを実施いただいた。さまざまな曲を流しながら楽しく体を動かし、交流の場

となった。２０２４年度からは⽉１回のペースで実施予定である。 

 

 ③Ai主催事業の企画・運営  

・アート・インクルージョン2023 

・オンライン展覧会 ＆ライブ＆トーク 

・Aiどんどこ市 

・Aiファクトリー＠⼀番町 

・Aiオープンスタジオ 

・アートとしごとラボ2024 

・うめえなぁ〜お花⾒マルシェ 

・瑞宝太⿎公演 

  
Aiどんどこ市挨拶まわりの様⼦     Aiどんどこ市 

  
Aiどんどこ市 



  

  
瑞宝太⿎公演 

  
アート・インクルージョン２０２３本祭 

  
うめ〜なぁ〜 お花⾒マルシェ２０２３ 



④他団体・地域の主催事業への参加 、受注作業 

・みんなのマルシェin ブランチ仙台 

・勾当台公園福の市 

・ふれあい製品販売会 

・Fujisaki Day 

・⾒本市  

・せんだいクラッシックフェスティバル展⽰ 

・⼈形劇ワークショップ 

・暮らしの市 

・河原町マルシェ 

・楽楽楽⽂化祭2024 

・とっておきの⾳楽祭 

・スペースゼロ・アーティストとアート・インクルージョンの表現者たち 

・ウェルフェア仙台2023 

・SDGSマルシェ 

・DATENA SENDAI COLLECTION 

・びすた〜り榴ヶ岡での展⽰・販売  

・⼩さな⼩さな美術館展⽰ 

・仙台七⼣わたあめ販売 

・スロウ⽇和 

・ベガルタ仙台ホームゲームでの出店 

・ボスクオーレ仙台ホームゲームでの出店 

・⼦どもアート⾷堂 

・受注作業(エフアシスト プロテイン袋へのシール貼り) 

・受注作業(サボコマース 飴のラッピング) 



  

 
とっておきの⾳楽祭２０２３ 

  
ドッグフェスティバルinブランチ 仙台成⽥夏祭り 

  
市⺠広場 福の市 



 
ベガルタ仙台ホームゲームでの販売 

  
ヴォスクオーレ仙台ホームゲームでの販売   仙台七⼣での販売(七⼗七銀⾏⼀番町⽀店前) 

  
Fujisaki Dayディスプレイ(藤崎百貨店) スロウ⽇和でのワークショップ 

 
楽楽楽⽂化祭２０２３ 



⑤その他の活動 

・東北楽天ゴールデンイーグルス試合観戦 

・お花⾒ 

・仙台市科学館 

・仙台市緑化フェア 

・⻑町街歩き 

・株式会社AZOTH⾒学 

・地底の森ミュージアム 

・河原町消防署訪問 

・雁の塒⼊り⾒学ツアー 

・クリスマス会 

  
東北楽天ゴールデンホームゲーム観戦        ⻑町街歩き 

  
緑化仙台フェアにて                とっかえひっかえすりかえ展にて 

  
地底の森ミュージアムにて 



 
株式会社AZOTH⾒学 

  
仙台市科学館 

 
クリスマス会 

 



  
河原町消防署にて 

   

 
雁の塒⼊り⾒学会(化⼥沼にて) 

 

 

 

 

 



3. アートによる交流・協働事業「つなげる事業」（アートプロジェクト事業） 

⑴Aiを拠点とした交流・協働事業 

① Aiオンライン企画とAi GALLERYでの展⽰企画 

コロナにより、アート・インクルージョンの発信・交流拠点Ai GALLERY・Ai STUDIOの
通常運営が難しくなる中、それでも表現したい、発信したいというスタッフからの強い要
望により、2020年6⽉から⽉１回ペースで試⾏錯誤を重ねながら、オンライン配信企画を20
23年度は11回開催、2024年３⽉までの累計では42回を開催しました。 
最初は少数だった出演者もじょじょに増え、それにともなってコンテンツも歌やダンス、

トーク、オンライン展覧会、ライブペイントのほか、リアル企画の中継、国内外からの映
像レポートなど、実に多様な表現からなる企画へと変貌を遂げ、出演者もご家族やアート
インクルージョンに関わる⽅々など多様な広がりを⾒せてきました。⼀⽅で、開始から３
年がたち、毎回「こなしている」感も⾒えて来ています。かといって「やめたい」という
要望もないので、これまで週末に⾏なっていた配信⽇を次年度からは平⽇に移してみたい
と思います。 
前年度まではほぼ毎回フィーチャリングアーティストを決め、オンライン個展というかた
ちでその表現が⽣まれたバックボーンを家族の証⾔などももとに掘り下げるような企画を
⾏ってきましたが、コロナが収束してきたことを受け、今年度は閉じていたAi GALLERYを
⼀般にもオープンし、リアル個展とオンライン配信とを連動させていく⽅向を探りました。 
 

＜オンライン企画開催実績＞ 

配信⽇ 「タイトル」 

フィーチャリングアーティスト 

アーカイブアドレス 

リアル個展の開催有無 

5 / 1 5 現

在の再⽣

数 

2023/4/29 Vol.32 「SHOWA」 

 

https://www.youtube.com/live/i-_zWfSi7Qo?si=

JYoC-mffMgcVVdo2 

なし 

304 

2023/5/20 Vol.33「michiko DAY」 

michiko 

https://www.youtube.com/live/UHC26nP44cg?s

i=tm5d9Zt-XBk9Xqm2 

あり 

296 

2023/6/24 Vol.34「クレイ ミュージアム」 

アニマル・アーティスト 

https://www.youtube.com/live/RUHyKL4bTdk?s

i=hCul1AOaLFEqIcQb 

なし 

318 

https://www.youtube.com/live/i-_zWfSi7Qo?si=JYoC-mffMgcVVdo2
https://www.youtube.com/live/i-_zWfSi7Qo?si=JYoC-mffMgcVVdo2
https://www.youtube.com/live/UHC26nP44cg?si=tm5d9Zt-XBk9Xqm2
https://www.youtube.com/live/UHC26nP44cg?si=tm5d9Zt-XBk9Xqm2
https://www.youtube.com/live/RUHyKL4bTdk?si=hCul1AOaLFEqIcQb
https://www.youtube.com/live/RUHyKL4bTdk?si=hCul1AOaLFEqIcQb


2023/7/22 Vol.35「ボノロゴ・アート・プ

ロジェクト」 

なし 

https://www.youtube.com/live/LfV0msCVb6s?si

=sDdX6YluIXKZzD6Q 

なし 

305 

2023/8/26 Vol.36「Summer Vacation」 

なし 

https://www.youtube.com/live/obfs9DHpVvc?si

=E7MH5Uo2B_KQP7MH 

なし 

269 

 

2023/9/3 Vol.37「妄想エンジン全開展」 

妄想エンジン全開娘 

https://www.youtube.com/live/OhsPZsteyWU?s

i=fNeSF8ac_J3HMOMA 

あり 

251 

2023/10/1

4 

アート・インクルージョン2023

「Ai本祭」 

なし 

何度か修正したものの、その都度著作権に抵触し

現在⾮公開 

なし 

 

2023/11/3 Vol.39「古⽣物たちに背中を押

されて」 

海⿂爬Ton 

https://www.youtube.com/live/Y6Sc-viVq6Q?si

=pL3FnZNPALvAKObo 

なし 

318 

2024/1/20 Vol.40「Madofuwa誕⽣祭」 

Madofuwa 

https://www.youtube.com/live/8HPTAmvyfWg?

si=vl6raB27JCDrdS3E 

あり 

422 

2024/2/24 Vol.41「ほっぷの森フェスティ

バル プレ」 

ほっぷの森と共催 

https://youtu.be/U0oPVmvhirE?si=sO4-4RYg0a

kgKmZ5 

あり 

252 

2024/3/23 Vol.42「Y・S ペーパーアート」 

Y.S． 

https://www.youtube.com/live/diDV9l3D5gk?si

=V5_SE3IR5j1-IdDb 

あり 

164 

  

＜Ai GALLERYでの展覧会開催実績＞ 

企画名 会 期 

michiko個展 「ぱわーすぽっと」 5/20〜6/10 

加藤育央個展 「マイ・ドリーム・コンサート」 6/20〜7/29 

「妄想エンジン全開展」 9/6〜23 

https://www.youtube.com/live/LfV0msCVb6s?si=sDdX6YluIXKZzD6Q
https://www.youtube.com/live/LfV0msCVb6s?si=sDdX6YluIXKZzD6Q
https://www.youtube.com/live/obfs9DHpVvc?si=E7MH5Uo2B_KQP7MH
https://www.youtube.com/live/obfs9DHpVvc?si=E7MH5Uo2B_KQP7MH
https://www.youtube.com/live/OhsPZsteyWU?si=fNeSF8ac_J3HMOMA
https://www.youtube.com/live/OhsPZsteyWU?si=fNeSF8ac_J3HMOMA
https://www.youtube.com/live/Y6Sc-viVq6Q?si=pL3FnZNPALvAKObo
https://www.youtube.com/live/Y6Sc-viVq6Q?si=pL3FnZNPALvAKObo
https://www.youtube.com/live/8HPTAmvyfWg?si=vl6raB27JCDrdS3E
https://www.youtube.com/live/8HPTAmvyfWg?si=vl6raB27JCDrdS3E
https://youtu.be/U0oPVmvhirE?si=sO4-4RYg0akgKmZ5
https://youtu.be/U0oPVmvhirE?si=sO4-4RYg0akgKmZ5
https://www.youtube.com/live/diDV9l3D5gk?si=V5_SE3IR5j1-IdDb
https://www.youtube.com/live/diDV9l3D5gk?si=V5_SE3IR5j1-IdDb


「Madofuwa 展」 1⽉上旬〜末 

「ほっぷの森フェスティバルプレ」 2/1〜2/29 

「Y.S.ペーパーアート展」 3⽉上旬〜末 

 

  
「妄想エンジン全開展」           Aiオンラインライブ 

 

② Aiオープンスタジオ 

＜開催実績＞週末・祝⽇等の11時〜16時。2023年4/15、4/23、5/5、5/28、6/3、6/24、7/29、

8/13、8/26、8/27、9/9、9/23、9/30、10/28、11/3、11/26、12/24、12/31、2023年1/8、1

/20、2/24、3/3、3/23、3/31の合計24回開催。 

当初は「Ai週末アトリエ＆カフェ」の名称で、「アート・インクルージョン・ファクトリ

ーの施設Ai GALLERY・Ai STUDIOを活⽤し、対象をスタッフに限定せず⼀般に開放し、制

作や交流、発信の場として活⽤、仙台におけるユニークなアート発信交流拠点を形成してい

く」ことを⽬指し、2020年４⽉スタートを予定していましたが、コロナの感染状況の悪化

により、2020年9⽉からスタート。「Ai週末スタジオ」として⽉１回のペースで開催。2021

年9⽉からは、これに加えて、「Ai週末アトリエ」の名称で⽉にもう１⽇増やし、合計⽉２

回開催。2022年度からは「Aiオープンスタジオ」の名称に統⼀し、週末や祝⽇、⻑期休暇

などでアート・インクルージョン・ファクトリーが閉所している⽇に⽉２⽇程度開催。 

これまで「何かをしなくてはいけない」ことが暗黙のルールだった創造の場に、「何もしなく

てもいい場」という選択肢を持ち込んで開催しています。ヒントとなったのは、「ドクメンタ1

5」の芸術監督に選ばれるなど世界的に⾼い評価を得ているインドネシアのアート・コレクティ

ブのありようです。これと、市⺠が創造する権利を有するという⽂化⺠主主義の考え⽅に基づ



いて⽣まれたイギリスのコミュニティアートとをミックスするかたちで「Aiオープンスタジオ」

のコンセプトはスタートしています。 

来場者・利⽤者としては、Aiスタッフやその家族のほか、他の福祉サービス事業所に通う⼈など

で週末の居場所を探している⼈やアート・インクルージョンに来てみたかったという⼈（福祉

関係などの職員、通所を希望する⼈など）など。 

利⽤の仕⽅としては、絵を描いたり、⾳楽を作ったり、歌ったり、スマホを⾒たり、だらだら

したり、話をしたり、打ち合わせをしたり、⾒学をしたりというほか、ファッションショー「D

ATEコレクション」のウォーキングレッスン、「きらりの集い」の打ち合わせ、放課後デイ「ふ

るれ宮城野」の活動（8/26）、フェアトレード団体「パレスチナ・オリーブ」によるジャーナ

リスト⼩⽥切拓さんを迎えての講演「パレスチナを知る」（10/28）などでも利⽤されました。 

22年度からは「Aiキッチン」として、その場に居合わせた⼈で作りたいものを決め、料理を

して⾷べるという場も⾏っていますが、2023年度は12⽉31⽇にみんなでお雑煮を作り、年

越しそばを⾷べました。 

「そんな場があるとは知らなかった」といった声も多く、もっと定期的なスケジュールを

組んで、だれでも⾷堂のような企画も⾏い、広報活動もある程度しっかり⾏なうことで、年

齢や性別、国籍、障害のあるなしやアートの知識やスキルのあるなしにかかわらず、誰もが

集える場としてしっかりと⼟台をつくっていくべきではないかと考えています。 

  
⼤晦⽇に開いた「Aiオープンスタジオ」とそこで作ったお雑煮と年越しそば 

 

③ シェアスペース事業 

使っていない週末の施設をシェアスペースとして提供していく事業。ドレミ⾳楽教室に⽉
１回ペースで活⽤いただきました。 
 



⑵地域と協働したアート・プロジェクト 
Aiを拠点としたアート・プロジェクトと両輪の輪とも⾔うべきなのが地域とのアート・プ

ロジェクトです。コロナでいったんストップしていた商店街や⽂化施設、アーティスト、他
団体との連携が本年度は本格的に再開しました。 
 
①⼀番町でのアート・プロジェクト 
❶Aiファクトリー＠⼀番町 
アートインクルージョンの⽇常⾃体を「展⽰」してしまおうというコンセプトで⾏われた

2021年３⽉のせんだいメディアテークでの「アート・インクルージョン展」や、2022年の
仙台国際センターでの「⽇本てんかん学会」で実施した企画は、来場者に⼤きなインパクト
を与えました。 
その⽇常的な営みとして、アート・インクルージョンが位置するぶらんど〜む⼀番町アー
ケードにテーブルを出し、公開制作とグッズ販売を⾏う本事業は、道ゆく⼈との偶然の出会
いがアートを介してコミュニケーションを⽣み出す地域との「扉」になっています。 
 
【コンセプト】ここが私たちの地元です。 
性別や年齢、国籍、障害のあるなしなど、あらゆる「ちがい」をひとりひとりにとっての

⼤切な「キャラクター」ととらえ、その「多様性」こそが社会を豊かにしていくという考え
⽅はすでに世界のスタンダードになっています。 
アート・インクルージョンは、2017年からここ⼀番町に事業所をかまえ、さまざまな「ち

がい」を「アートな仕事」にしていく活動をしてきました。事業所の⽬の前というまさに
「地元」であるぶらんどーむ⼀番町アーケードにテーブルを出して⾃分たちの制作のようす
を公開し、それによって道ゆく⼈とのコミュニケーションを⽣み出していきます。 
障害があると⾔われている表現者たちが⽇頃どう過ごし、どんな活動をしているのかを⾒

せ、さらにはそこに参加できる場は、これまでの価値観を180度転換するものです。それは
障害というものについての⾒⽅を変え、アートへの⾒⽅を変え、商店街の役割を変えていき
ます。 
商店街の協⼒を得ながら、2021年度は⻘葉区まちづくり助成事業、2022年度は釋海⼼基⾦

を活⽤。本年度はリコーの社会貢献クラブ「Free will」からの助成を受け、「⼀番町は私の
スタジオ」との副題をつけて３回実施しました。各回、フォーカスする表現者を決めての展
⽰企画も⾏いました。 

  



以下にFree willへの報告を転載します。 
●9⽉20⽇（⽔）⼩野統也「良かったです。」 
武器の展⽰ 
アーティスト⾃⾝が他の⼈に⾃分で作品の説明をするのが「恥ずかしくて難しい」とのこ
とだったので、設置は⾃分で⾏い、アーケード内を通りかかる⽅に⾒て頂く。 
また、作品を背景に⼊れた映像撮りを⾏った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●9⽉20⽇（⽔）妄想エンジン全開娘「絵が飾れて良かったです。嬉しかったです。」 
絵の展⽰、個展の宣伝 
通りかかった⼈が⾜を⽌めて「この絵の⼈、知ってるよ！」と声を掛けて頂いたり、 
個展の案内をするとそのまま３階へ上がって頂き、個展を⾒に来て頂くこともあった。 
NHKの⽅が通りかかり、後⽇取材をして頂けることにも繋がった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⚫11⽉１⽇(⽔)Madofuwa 「いろんな⼈に⾒てもらえた」 
プリント額絵５点・クレイ粘⼟作品 
 
(感想) 
お客さんやAiの⼈に⾒てもらえてよかった。外国の客さんに作品を⾒てもらってお話しし
て楽しかった。展⽰のことを事前にお⺟さんに伝えていたので、来てもらえてうれしかっ
た。お⺟さんは「よかったよ。」と⾔っていた。いつもと変わりなく緊張せずに外の展⽰
の会場で過ごすことができた。また展⽰してみたい。 
 
(⻘⼭感想) 
展⽰作品はオリジナルの作品５点を⾃分で選択しました。特に「⽉と海」という作品は今
までに描いたことのない作⾵に挑戦したので展⽰したいと真っ先に選ばれていました。 



当⽇は作品を⾒てくださる⽅とコミュニケーションを楽しんでいる様⼦がありました。お
客さんからは絵に対する反響も多くありましたが、クレイ粘⼟作品がLOVEというテーマ
だったこともあり、外国の⽅から「いいですね。⼤事ですね。」と反応がありました。⺟
親や相談員の⼤友さんが⾒に来てくれた事を喜んでいました。⺟は、「⽉と海」の作品を
⾒て「これが⼀番好きです！」「こういう作品を今までは描いていなかったから、こうい
うのも描けるんだと思ってびっくりしました。」と感激されていました。 
この⾔葉をMadofuwaさんに伝えると、「そうなんですね！嬉しいです！」ととても喜ば
れていました。 
終⽇作品の前で過ごしましたが、リラックスした様⼦で他のスタッフと交流しながら過ご
しました。今後も展⽰をしたいとお話しされていました。 

  
 
●その他 
仙台に出張で通りかかったという紺野さま（株式会社こんの）から、障害雇⽤の話や、障
害者が描いた絵に興味があるとのことで交流が⽣まれた。 

 
❷「Aiどんどこ市2023」 

「Aiどんどこ市」は2013年、勾当台公園を会場にアート・インクルージョンがコーディネ

ーター役を務め、地域の福祉事業所の⼯賃アップや相互交流を⽬指した取り組みとして始ま

りました。2014年からは仙台放送祭りと共催し、多数の福祉事業所・アーティスト・クリ

エーターと連携し、⽇頃交流のない⼈々が互いの活動を知るとともに、多くの市⺠に活動を

紹介する場として成⻑していきました。その後、ぶらんど〜む⼀番町アーケードへの移転を

きっかけに、2018・2019年は約30団体による活動展⽰・販売、25組のアーティストによる

ステージとアートワークショップを5⽉末の週末に2⽇間開催しました。その後、コロナ拡

⼤により、2020年は中⽌、2021年度は感染状況が落ち着いた10⽉31⽇にサンモール⼀番町

で開催、2022年はステージは⾒送ったものの、再びアート・インクルージョン前のぶらん

ど〜む⼀番町で開催。 



これを受け、本年度はぶらんどーむ⼀番町で⼤々的に開催した。マルシェへは仙台市内の

福祉サービス事業所を中⼼に、⼿作り作家など33団体・⼈が参加。ワークショップはリコ

ーから提供された⼤型の段ボールを使ってどうなるかわからないワークショップ（最終的に

巨⼤な秘密基地づくりに）のほか、せんだいメディアテーク雑がみ部やDIY STUDIOなど10

団体が企画を実施。このほか、エイブルアートジャパンによるパレード、スタンプラリー、

ヴォスクオーレ仙台や第501軍団の参加など、ネットワークを駆使した新たな企画の創出も

⾒られました。ステージについてはストリートでは⾏わず、アート・インクルージョンのギ

ャラリーを使ってのオープンステージというかたちで実施しました。 

ぶらんどーむ⼀番町アーケードを端から端まで使い、参加団体が相互交流を⾏い、市⺠が

さまざまな切り⼝でそれぞれの楽しみ⽅を模索できる実におもしろい場になりました。これ

はまた、フォーラスの閉店もあり、商店街としての吸引⼒も低下している中、商店街の魅⼒

発信のひとつの切り⼝となりうる事業になってきています。東⽇本⼤震災前から、全国各地

の商店街では同様の危機感に直⾯し、単なる商いの場から、市⺠交流や舞台、⽂化拠点とし

ての機能を商店街の活路として模索してきた経緯があり、私⾨脇も2006年から船橋市本町

通り商店街全域を使って年２回⾏われている事業などに参画してきましたが、仙台の中⼼部

では特にそうした危機感や新たな切り⼝の創出といったものを⾒かけずにきました。これは

東⽇本⼤震災が東北の中⼼地仙台を⽀えたことにより、かえってこうした危機感に直⾯する

ことなくやってこれてしまったのかもしれません。ひきつづき、私たちが⽬指すことをやり

ながら、そうしたニーズにもそなえていきたいと思います。 

  

  



②⻑町でのアート・プロジェクト：アート・インクルージョン2023 

2010年の初回から数えて14回⽬となる「アート・インクルージョン2023」を仙台市太⽩

区⻑町⼀帯で10⽉の⼀ヶ⽉間、開催しました。 

 

せんくらとの連携企画 

「楽都仙台」の「看板」のひとつとも⾔える仙台クラシックフェスティバルとの連携事業

として、2015年から太⽩区⽂化センター楽楽楽ホールホワイエでの展⽰を担当しています。

2015〜2019年の５年間にわたり、「⾳を出さずに⾳をテーマとした体験型のアート企画」

をコンセプトとした作品制作を⾏い、「かぶれる⾳符」「着られる弦楽器」「のばせる管楽

器」「⼊れる鍵盤」「抱きギター」など数々の名作を⽣み出して来ましたが、2020年はコ

ロナで休⽌、2021年・2022年はコロナで接触するものを避けなければならないことから、

アートインクルージョンの表現者の作品やコラボレート作品を前⾯に押し出したグループ展

形式での企画を提案し、これを開催してきました。 

本年度は⻑町の商店街での企画を本格的に再開したことから、「⻑町」をテーマにすえ、

⻑町をテーマに制作したフリーペーパーのためのスケッチの原画や、2024年5⽉に閉店した

名物駄菓⼦展「ハトヤ」の10分の１モデルの展⽰、⾼架化が進んだ⻑町で電⾞が⾒られる

場所を探し、映像にした「⻑町電⾞スポット」を展⽰しました。 

観客はコンサート前後に作品を鑑賞し、楽しんだようです。せんくら担当者も「今年はこ

う来たか」と毎回の切り⼝の変化を楽しんでいただきました。 

  

  



Ai month（2023年10⽉1⽇〜10⽉31⽇） 

コロナのために、2020〜21年度の２年間、休⽌してきた商店街10数店舗との連携企画「Ai

month」でしたが、2022年から新たにパートナーに加わった⾼倉悠樹を中⼼に再開。本年

度は、個々のお店をテーマとしつつも、全体をつなぐコンセプトとして、「⽔辺の⻑町」

「うつりゆく⻑町」「線路から⾒る⻑町」などゆるやかなテーマを設定し、個々の企画の間

のつながりをつかみながら制作プロセスを進めていきました。 

 

・会場：⾷堂び〜わん、だがしハトヤ、⾚井沢⻑町本店、ファッションウェアーたむら、び

すた〜りフードマーケット、cafe JHO JHO、菓⼦⼯房セレブレ、太⽩区⽂化センター（合

計９店舗） 

・企画⼀覧 

テーマ アーティスト タイトル 企画内容 展⽰・上演場所 

⽔辺の

⻑町 

⼩野統也 
むかしここには

競⾺場があった 

かつて⻑町にあった「仙台競⾺場」（通称

「⻑町競⾺」）をテーマにしたリサーチと作

品制作。⻑町市⺠への聞き取りをしながら、

空想の⻑町競⾺を現代に出現させる 

・⾷堂びーわん 

・せんくら 

⾼倉 

King. K 

⽩⼾健 

コウセイ 

妄想エンジン

全開娘 

せこ三平 

印度孔雀 

⻑町の⽔辺をあ

るくフリーペー

パー「みずもう

たうよ」 

フリーペーパーを制作し、協⼒店舗に設置す

る。素材はそれをもとに展⽰企画にしていく

⾼倉(詩⽂・写真) 

King K(⾵景画)：⽊流堀、広瀬橋 

⽩⼾健(⾵景画)：広瀬橋 

コウセイ(ウォーキング、写真・映像記録) 

妄想エンジン全開娘：じゃぶじゃぶ池 

せこ三平：⼈柱コラム 

フリーペーパー設置場所：たいはっ

くる、ハトヤ、⾷堂び〜わん、⾚井

沢、ファッションウェアたむら、協

裕堂書店、鶴の湯 

 

展⽰：せんくら 

Aiファクトリ

ー 

橋姫伝説ミュー

ジカル 

⻑町に伝わる⼈柱の伝承・橋姫伝説をベース

に、現代における「⼈柱」をテーマにした201

9年初演のオリジナルミュージカルを、さまざ

まな⼈の⼿でさらにバージョンアップさせて

いく 

⻑町駅前広場 

線路か

ら⾒る

⻑町 

松⾳くん×由

宇 

⻑町電⾞スポッ

ト 

⻑町で電⾞が⾒える・聞こえる・感じられる

ベストスポットを探す。撮影したり、あれこ

れ批評したりし、それを映像にして公開す

る。 

・⾚井沢（画像） 

・YouTube（映像） 

販売企

画 

Aiファクトリ

ー 

Aiマーケット⾚

井沢ブランチ 

Aiグッズを販売 

⾚井沢 



うつり

ゆく⻑

町 

たかピー 

⾼倉 

⾨脇 

ハトヤ物語 

来年閉店するハトヤをテーマに、３⼈の表現

者が絵⽇記、テキスト、映像、語り、⾳楽な

どさまざまなメディアでそれぞれの「ハトヤ

物語」を制作する。 

・ハトヤ 

・note 

https://note.com/takap_hatoya/ 

・せんくら 

yuka* 

仙台のローカル

アイドルyuka*

の「今⽇もNAG

AMACHIからお

送りします」 

仙台のローカルアイドルとして⻑町のオスス

メスポットを紹介する番組を制作する 

・橋姫明神 

・ハトヤ 

・⼈柱体験ほか 

YouTube（未完） 

Saiko×有⼦ 
ながまちものが

たり 

⻑町で育ったSaikoさんの中に浮遊する「なが

まち」と、お⺟さんに聞き取りしたその解釈

による「ナガマチ」とをもとに歌につむいで

いく。またその情景をSaikoさんのタッチでジ

ャケットを制作。 

同様にして、⻑町市⺠の中に降り積り、漂う

「ナガマチ」をすくいとり、つむいでいくプ

ロジェクトを⽣み出していく 

・配信各ストアよりリリース 

michiko スイーツ⽇和 
セレブレのケーキやmichikoオリジナルパフェ

の⽴体作品などの展⽰ 
菓⼦⼯房セレブレ 

 

まい 
NAGAMACHIま

いそーと 

⻑町の写真とまいの⽂章を組み合わせた投稿

をSNS上で期間中、連⽇発信していく 
Facebook、Instagram、Twitter  

madofuwa 
⼈気キャラクタ

ー⼤集合 

⻑町⼩学校向かいにある町の掲⽰板に⼈気キ

ャラクターが増えていく 
ファッションウェアたむら  

ほっぷ

の森と

のコラ

ボ企画 

ほっぷの森カ

レッジスタッ

フ（10数名） 

マイ・ライフ 

ほっぷの森カレッジの「表現のプログラム」

で⽣まれた表現を展⽰。スタッフがペアを組

んで、お互いの⼈⽣を聞き取りしたものを詩

にし、それを絵で表現したものなど 

・cafe JHO JHO 

・びすた〜りフードマーケット 
 

せんく

らとの

コラボ

レーシ

ョン企

画 

⼩野統也 
むかしここには

競⾺場があった 

競⾺場のインスタレーション 

楽楽楽ホールホワイエ 

 

King.K ⽔辺のスケッチ ⻑町の⽔辺のスケッチを４点程度展⽰  

たかピー商店 1/5ハトヤ 1/5のハトヤをつくる  

フリーペーパ

ーチーム 
フリーペーパー 

⽔辺フリーペーパー 

ハトヤものがたり(1部ずつ刷って⼿に取れる

ようにする) 

King.Kの原画(4枚) 

⽩⼾健の原画(1枚) 

 

https://note.com/takap_hatoya/
https://note.com/takap_hatoya/


松⾳くん×由

宇 

⻑町電⾞スポッ

ト 

⻑町で⾒ることができる電⾞のサイレント映

像  

 
びすた

〜りと

のコラ

ボ企画 

海⿂爬トン 海⿂爬トン個展 
Ai2023フライヤーのための書き下ろしイラス

トのほか、全７点を展⽰ 
びすた〜り榴ヶ岡  

 

  

  

  
 

Ai本祭 



2020年からコロナのため、マルシェは⻑町駅前広場で⾏い、ステージはオンラインで⾏い、

これを会場に配信するというかたちをとってきましたが、2022年はすべて⻑町駅前広場で

リアル実施する⼀⽅で、コロナの中で培ったハイブリッド形式を活⽤、リアルステージのよ

うすをオンラインで配信するというかたちをとりました。本年度もこれを踏襲し、実施しま

した。 

マルシェには16団体が出店。ステージはアート・インクルージョンの表現者たちを中⼼に

14⼈・組が出演。トークにはインドネシア・ポノロゴから映像作家のグローラ・ユスダワ

ラ⽒が参加し、インドネシアのアート・コレクティブの状況やアート・インクルージョンで

過ごした体験、Ai monthを視察した感想などを語りました。ワークショップは６⽉に⾏っ

た「Aiどんどこ市」で来場者とともに作り上げた「秘密基地」を再構築。作って遊ぶという

コンセプトでの活動を⾏いました。 

  

  
 

 

 

⑶ 国内外の他団体・企業との交流・協働事業 



① NPO法⼈ほっぷの森との連携事業 
❶常設展⽰ 
⻑町時代よりびすた〜りには展⽰場所やステージ発表の場を提供してもらっており、フー

ドマーケット、café Jho Jhoにも常設展⽰の場を提供していただいています。2021年からは
代表理事菊⽥⽒が当法⼈の理事に就任。2021年夏からは、⾳楽プログラムを担当する及川
久美⼦⽒のにじのさかなプロジェクト企画で「マンスリーコンサート」のおりに壁⾯を飾る
展⽰を担当しています。本年度も毎⽉、アート・インクルージョンの表現者を個⼈もしくは
グループで取り上げた展⽰を⾏ないました。Ai GALLERY以外でアート・インクルージョン
の表現者たちが作品発表をできる常設展⽰の場として貴重な場になっています。 
また、⾨脇がほっぷの森理事に就任し、2023年度からは「ほっぷの森カレッジ」副学⻑を
務めています。2021年度後半から始まった「表現のプログラム」では、アート・インクル
ージョンで培った知⾒を活かし、さまざまな表現活動に取り組むとともに、アート・インク
ルージョンのスタッフやパートナーが参加して共同制作も⾏なっています。10⽉の⼀ヶ⽉
間、⻑町⼀帯でアート・インクルージョンが⾏った「Ai2023」では、びすた〜りフードマ
ーケットとcafé Jho Jhoで作品展⽰を⾏いました。 
 
❷ほっぷの森フェスティバルプレへの参画 
2024年2⽉にほっぷの森が⾏った「ほっぷの森フェスティバルプレ」では、市内５箇所の
展⽰会場のうちのひとつとしてAi GALLERYが使われたほか、ほっぷの森本部を会場に⾏わ
れたトークやステージにはアート・インクルージョンのスタッフが出演し、フェスティバル
を⼤いに盛り上げました。 

  
 
❸ほっぷの森カレッジ「⽉いちカレッジ」への参画 
ほっぷの森カレッジ渡辺祥⼦学⻑が本年度からスタートさせた「Sunday⽉いちカレッジ」

は、週末のほっぷの森を活⽤し、さまざまな講師の講義を聞くことで「⼈⽣の⾒⽅がかわる」
広い意味での市⺠の学びの場です。その場に集まった⼈だけでなく、場所や時間をこえて多
くの⼈に共有していくため、映像アーカイブを作ってはどうかとアート・インクルージョン
から提案し、毎回、撮影、編集、発信を担当しました。 
⼀般公開されている⽉いちカレッジの映像はこちら 



https://www.youtube.com/@hopnomoricollege 
 
② NPO法⼈ふうどばんく東北AGAINとの連携事業 

❶フードドライブの回収 

藤崎デパート、イオン仙台店、仙台市市⺠活動サポートセンターのフードドライブの回収

をアートインクルージョンで毎週⾏ない、AGAINへと受け渡ししています。また、緊急⾷

料⽀援が必要な⼈をAGAINにつないだり、フードバンクの取り組みを伝えることなどを⾏

ないました。 

 

❷とみやっこプレーパーク 

2023年度から毎週⾦曜⽇の午後、富⾕市でAGAINが主催して始まった「とみやっこプレー

パーク」に８⽉からアート・インクルージョンのパートナーやスタッフが参加し、他団体や

ボランティアのみなさん、ご家族などとともに、プレーパークの準備や運営、⽚付け、企画、

フライヤーの制作などに関わりました。 

【参加実績】8/25、9/15、9/29、10/1、10/6、10/13、10/20、10/27、11/24、12/1、1

2/8、12/15、12/22、1/12、1/19、1/26、2/9、2/16、3/8、3/15、3/22、3/29（合計22

回） 

 

❸こどもアート⾷堂、みやぎこども⾷堂ネットワーク 

AGAINが受託した「2023年度 内閣官房 孤独・孤⽴対策活動基盤整備モデル調査〜アート

による社会包摂を通じた「福祉を超えた」協働モデルの構築〜」に連携団体として参画し、

フライヤーの制作やコンセプトの作成、ワークショップの設計、実施を担当しました。 

「やって来たこどもが、メニューを選ぶように、⾃分の興味や難易度に応じたワークショ

ップを選んで参加できるアート⾷堂」をコンセプトに、①年代、②難易度(簡単〜表現活動

に興味がある⼈向け)、③回数(1回完結・3回かけて⾏うもの)の３つの観点から、バランス

よく数種類のメニューを⽤意し、AGAINが⾏うひとり親向けのフードパントリーのタイミ

ングで11⽉・12⽉・1⽉の３回実施。多くの参加者を得て、親⼦でアート⾷堂を楽しんでい

ただくとともに、パートナーにとってはこども⽀援・困窮者⽀援の現場に⾝を置くとても貴

重な場にもなりました。 

https://www.youtube.com/@hopnomoricollege


また、AGAINが事務局を務める「みやぎこども⾷堂ネットワーク」から宮城県内のこども

⾷堂を紹介する冊⼦の制作を受託し、制作しました。 

 

③ 仙台市太⽩区⽂化センターとの連携事業 
❶楽楽楽⽂化祭2022巡回展 
2023年1⽉に開催した太⽩区⽂化センター主催「楽楽楽⽂化祭2022」のようすを、仙台市

内の他の３つの⽂化センターでも報告する巡回展を2023年3⽉〜５⽉にかけて⾏いました。 
若林区⽂化センター：3/9〜3/26 
宮城野区⽂化センター：4/14〜5/10 
広瀬⽂化センター：5/11〜5/29 
それぞれの⽂化センターの展⽰スペースや共有スペースなどを使い、ワークショップで制
作した巨⼤なダンボールの城「⻘葉ジョー」をはじめとした作品を所狭しと展⽰。パネルに
よる実施報告や映像によるステージの紹介なども⾏われました。 

  
 
❷楽楽楽⽂化祭2023 
【会期】2023 年12⽉17⽇（⽇） 
【会場】仙台市太⽩区⽂化センター 
【内容・成果】 
本事業は太⽩区⽂化センターが2018年に開始した同センターの⾃主事業です。アート・イ

ンクルージョンは⽴ち上げ当初から、「鑑賞型ではない参加型の企画をつくりたい」という
同センター担当者の依頼を受け、コンセプトづくりから広報媒体の制作、ワークショップ企
画の⽴案・運営などを担ってきました。 
2020年度はコロナで開催が危ぶまれたが、「このまま何もせずに終わらせたくない。⽂化
センターとしてできることはしたい」との同センターの思いを受け、コロナでもできること
としてワークショップとマルシェのみ開催し、ステージはアートインクルージョンからの無
観客ライブを中継するというかたちで実施しました。2021年度よりコロナ対策を徹底する
ことで楽楽楽ホールでのステージも復活。2022年度はほぼコロナ前の状態での実施となり
ました。 



こうして迎えた本年度は、2020年にせんだいメディアテークで初めて⾏い、その後、仙台
国際センターやぶらんどーむ⼀番町で⾏なって来た、アート・インクルージョン・ファクト
リーの⽇常そのものを展⽰・体験できる場として「Aiファクトリー＠楽楽楽⽂化祭」を展⽰
ホールでのアート・ワークショップ企画として実施しました。 
また、ステージでは⻑町に伝わる伝説をもとに作ったオリジナルミュージカル「橋姫もの

がたり」をリメイクしたものを上演。⾳楽は和楽器やサックス、ピアノなど演奏家も⼊って
の⽣演奏を使いました。 

  
 
Aiファクトリー＠楽楽楽⽂化祭ブース⼀覧 

 ブース名 アーティスト 内 容 
 

1 楽楽楽ツリー 門脇篤 

プラスチックダンボールのブロックをデコって、大きなクリスマスツリーをみ

んなで作ります。ツリーの中に入ったりのぼったりしてあそぶこともできま

す。 

 

2 水もうたうよ 高倉悠樹ほか 
長町をテーマとしたフリーペーパー「水もうたうよ」の第３号と第４号の完成

を記念し、プリーペーパーの配布や原画の展示などを行います。 
 

3 
Madofuwa・コーセ

イのイラスト部屋 

Madofuwa 

コーセイ 

Madofuwaとコーセイが描いたイラストを展示。また、来場者のリクエストに

応じてキャラクターのモノクロ画を作成。来場者に色を塗ってもらい、完成

させます。 

 

4 

michikoのオリジナ

ルパフェづくりワー

クショップ 

michiko 

スライムを作って、ホイップねんどをしぼって、キミだけのアートなパフェを

つくっちゃおう！ 

限定30人様となります。 

 

5 
復活！長町競馬

場 
小野統也 

かつて長町にあったという競馬場をみんなで復活させましょう！うまをつく

ってレースもできる？！ 
 

6 
ファミリー・ポート

レイト 
稲葉篤志 

家族や友達の絵を描きつづけている稲葉篤志さんとともに、キミの家族や

友達などを描いてはってください。みんなのファミリー・ポートレイトをつくろ

う！ 

 

7 
しゅんすけの色彩

瞑想室 
しゅんすけ 

好きな色をゆっくりとぬっていくしゅんすけさんにならい、「何か」を描くので

はなく、ただ色を塗ることに集中してみませんか？いつもと違う世界が見え

てくるかも？！ 

 

8 
ミッキーのレタリン

グスタジオ 
ミッキー 

独特の文字で読めない漢字を書き続けているミッキーさんを講師に、好き

な言葉や偶然見つけた漢字などをキミのオリジナルの文字で書いてみよ

う！ 

 

9 かっつんスタジオ かっつん 
画面を青くぬりつぶしていく技法で独自の世界をつくるかっつんさんになら

い、あなたの好きな色で画面をひたすら塗りつぶしていくワークショップ 
 



1

0 
自由な折り紙 Y.S. 

既存の折り方にとらわれない独自の「折り紙」づくりを行うY.S.さんといっし

ょに折る折り紙ワークショップ 
 

1

1 

KASUMIの制作ブ

ース 
KASUMI 

描くために生まれて来た生まれながらのアーティストKASUMIさんの作品と

制作の様子を公開します 
 

1

2 
IKUフェス 加藤育央 

理想のコンサートのセットリストを書き続けている加藤育央さんといっしょに

キミの夢のフェスのセットリストを書いて展示しよう 
 

1

3 

清水敬太の紙芝

居部屋 
清水敬太 

伝説の54枚からなる紙芝居につづく新作「ゼルダの伝説」の制作に取り組

む清水敬太さんの紙芝居と制作風景を公開。 
 

1

4 

Saikoのアートスタ

ジオ 
Saiko 

ディズニーやハワイ、お坊さんなどさまざまなジャンルを力強いタッチで描

きつづけるSaikoさんの制作風景を公開 
 

1

5 
楽楽楽観音堂 石川法然 

世界のための祈りの場を作り「ご開帳」を主宰しつづける石川法然が、楽

楽楽文化祭のために新たな観音堂を建立。それもマリア像をご本尊にして

しまうというアヴァンギャルドな観音堂です。記念すべき最初のご開帳日の

12/17文化祭当日は、お参りやおみくじをひいてマリア観音堂の完成を祝

おう！ 

 

1

6 

仙台のローカルア

イドルyuka*のゆ

めかわルーム 

yuka* 
仙台のローカルアイドルyuka*の世界にまよいこんだようなゆめかわルー

ムが出現！これでキミもきっとyuka*のとりこになる？！ 
 

1

7 

みさこのふわふわ

ワールド 
みさこ 

「ふわふわ」という独自の世界を確立しているみさこの世界を垣間見ること

ができる作品展示です。 
 

1

8 

みちかのファッショ

ンショー 
みちか 

定禅寺通りでLGBTQをテーマに行われたファッションショーに参加したお

り、みちかが協働して制作し、身につけた衣装をご披露します。 
 

1

9 

松音くんの今日も

工事中 
松音くん 

人々に敬遠されがちな工事現場の「騒音」を、毎日帰りに聴きに行くという

松音くん。見方を変えることで世界を変えていくことがアートだとするなら、

彼のこの「発見」こそアートの名にふさわしい。松音くんとともに収集した工

事現場で演奏されるさまざまな音をお楽しみください！ 

 

2

0 

海魚爬Tonの南三

陸へ行こう 
海魚爬Ton 

古生物と南三陸を愛する海魚爬Tonによる入念なリサーチの経過とそこか

ら生まれた作品とを展示します。 
 

2

1 

笙ＹＵＵの「雅楽っ

て、なあに？」 
笙ＹＵＵ 

雅楽に魅入られた人物、笙ＹＵＵが、雅楽の素晴らしさを伝える展示です。

笙の実演も行います。 
 

2

2 

妄想エンジン全開

ルーム 

妄想エンジン全開

娘 

動物と人間の共生をテーマに描きつづける妄想エンジン全開娘の作品世

界を紹介する展示。 

楽楽楽ホールホワイエでは500円でペットの似顔絵を描きます。 

 

2

3 

Ken -Shirato-art r

oom 
白戸健 白戸健が描く作品の展示と年賀状制作ワークショップを行います。  

2

4 
一平展 一平 

これまで主にボールペンや色鉛筆で描いていた一平が、突如として筆をと

り、生み出した数々の平面を展示します。 
 

2

5 

ペットボトルでクリ

スマス 

宮城教育大大学院

生 
ペットボトルをデコってクリスマスキャラクターを作ろう！  

 
❸太⽩区⽂化センターノベルティグッズの制作 
太⽩区⽂化センターから依頼を受け、同センターを描いたポストカードを７種類制作しま



した。 

  
 
④ わらしべ舎との連携事業 

わらしべ舎⻄多賀⼯房からの依頼で2016年より⾨脇が⽉１回、アートクラブの講師を務め、
毎年10名前後の利⽤者のみなさんとアート活動を⾏なっています。また、わらしべ舎⽻⿊
台⼯房が開所してからは⽉１回程度訪れ、2023年は前庭にある1.2m×3.6mほどのコンクリ
ートの⽔場の壁⾯にみんなで壁画を制作。アート・インクルージョンからもyuka*と妄想エ
ンジン全開娘か参加して完成させました。 

  
わらしべ舎⻄多賀⼯房でのアートクラブ   わらしべ舎⽻⿊台⼯房の壁画制作 

 

⑤ NPO法⼈地球対話ラボおよびインドネシアとの連携事業 

2001年に⽇本とアフガニスタンの⾼校⽣を衛星電話で交流させる事業からスタートし、IT

の⼒で出会えない⼈たちが出会う場を作ってきたNPO法⼈地球対話ラボ。2013年からは東

⽇本⼤震災の被災地東北とスマトラ沖地震の被災地インドネシアのアチェとをスカイプで結

んでの交流事業を⾏なってきました。そうした中、⾨脇が2016年から交流事業に参加し、

主にアチェでアートプロジェクトを現地の若者たちと作り上げてきました。それら若者や現

地コーディネーターアート・インクルージョンでは2016年から受け⼊れるとともに、オン

ラインでの交流や共同制作なども⾏なってきました。 



2020年からは宮城県気仙沼市にインドネシアからの技能実習⽣が約300⼈ほどいることか

ら、「気仙沼のインドネシア⼈」をテーマとした事業を展開。⽉に⼀度、気仙沼で「インド

ネシアカフェ」「アジアカフェ」を開いたり、気仙沼に住む実習⽣のふるさとでアートプロ

ジェクトを開催したりしてきました。 

本年度はインドネシアの東ジャワの町ポノロゴで７⽉に地球対話ラボが主催して開催した

アートプロジェクトのようすを「Aiオンラインライブ＆トーク」で現地とアートインクルー

ジョンとを結んでリアルタイムに紹介したり、１時間程度の映像にまとめたものを流したり

しました。また、10⽉に来⽇したポノロゴの映像作家グローラ・ユスダワラ⽒を迎え、ア

ート・インクルージョンで１⽇過ごしてもらったり、⻑町⼀帯で⾏った「アート・インクル

ージョン2023」の展⽰企画を視察してもらったり、「Ai本祭」のトークに参加してもらっ

たりしました。 

 

⑥ 「交換留学」事業 

アート企画や商品開発などでさまざまに連携事業を重ねてきたわらしべ舎、多夢多夢舎、

そして太⽩区⽂化センターとパートナーやスタッフが相互に⾏き来し滞在する「交換留学」

を実施しました。 

他の事業所へ⾏くことでふだんは気づかなかった⾃分の事業所の環境や活動について気づ

くことが多々あり、刺激を受けたり、取り⼊れたりしていく動きが⾒られました。 

太⽩区⽂化センターは閉館⽇に１⽇滞在することができ、毎年「楽楽楽⽂化祭」で協働し

てはいながら、これまで知らなかったセンター内のさまざまな施設や機材を知ったり、実際

に使ったりすることができました。 

【企画の経緯・趣旨】 

私は⻑年、ひとりのアーティストとして活動しながら、ほぼ常に⾃分ではない誰かと制作

をするというスタイルで⽣きてきました。そうした中でいつも気になっていたのが、「所属」

とか「所属意識」です。 

⾃分の家族とか、⾃分が所属する組織とか、⾃分の国とか、そういったものの⼀部である、

という⾵に⾃分をとらえることが私はとても苦⼿です。⾃分は⾃分にしか属していない特別

な存在であり、世界は私と私以外からしかなっていないと思っています。 



そう考えるようになったのは、私の⽣まれながらの何かでもあると思うのですが、組織に

属したとたん、その⼈でなくなる数々の事例（旧⽇本軍やナチス、数々の官⺠問わない組織

犯罪）や、実際⼤学を卒業して企業に就職した経験からそう考えるようになり、決して組織

のためには動かないようにしようと⼼に決めて⽣きてきました。 

⼀⽅で、インドネシアをはじめ、今アート界で盛んに評価されているのがアート・コレク

ティブです。アーティストをはじめさまざまな個⼈が何をするでもなくいっしょに過ごして

いるうちに何かができていったりもする、という集団のことで、いわゆる組織とは明らかに

違います。何が違うのかと⾔えば、まず個⼈があっての集団であり、その逆では決してない

ということです。かといって強烈な主体意識をもった⻄洋近代的な個⼈ではなく、「ひとり

でやるより、誰かとやった⽅がもっとおもしろい（こともある）だろ？」ぐらいのノリなの

に、かなり⼤掛かりなプロジェクトまでやってしまっているというところがおもしろいわけ

です。さらにそのゆるやかな関係性⾃体もさらなる関係性を産んでいきます。つまり、コレ

クティブのコレクティブ、集団がいくつかあつまった集団の集団というのが⽣まれ、「エ

コ・システム（⽣態系）」と呼ばれています。 

たとえば「ルアンルパ」というコレクティブがあって、そこにトミーが「所属」している

としましょう。その「所属」というのは、ルアンルパの⽉１回のミーティングに出て意⾒を

⾔ったり、ルアンルパの機材やスペースを使ったり、プロジェクトをすることになったら

「みんなの壺」から予算をもらい、出た利益からまたいくばくかを「壺」に返すという意味

だそうです。別のコレクティブと仕事をしても当然いいし、それは「ルアンルパ」のトミー

としての仕事かどうか、などということは誰も気にしていません。そもそも「ルアンルパ」

というコレクティブ⾃体が他のコレクティブといっしょに場所を借りて、いっしょに拠点を

設けたり、プロジェクトをやったりしていて（例えばジャカルタにある「グッド・スクル」

は「ルアンルパ」「セラム」ともうひとつのコレクティブが運営する「エコ・システム」）、

どこまでが「ルアンルパ」なのかあいまいです。おそらく普通の⽇本の組織に属している⼈

からしたら、「なんじゃそれは？」「責任は誰がとるんだ？」「なんかあったらどうする？」

みたいになるかと思うのですが、個⼈が⾃分のやりたいことのためにひとと協働する場が集

団や組織であり、集団や組織を存続させるために個⼈がいるんじゃないと普通に考えれば、

⾮常に合理的かつあまりに理想的です。 



障害のあるアーティストたちにとっても事情は同じじゃないでしょうか。「アート・イン

クルージョン」に属しているから「アート・インクルージョン」の利益のために絵を描かな

きゃいけないという考え⽅の⼈は、いないことはないでしょうが、少数派であり、それ⾃体

が⾏為作品になりそうなほど独創的に⾒えます。そんなふうに社会の「常識」が反転する場

がまさにこの障害とアートの現場なのだから、それを⽀える事業所⾃体も、そうした「反転」

を⾃らの「組織」の内にもつべきではないか。それがこの企画の底にあります。 

だから「アート・インクルージョン」の⾨脇として「わらしべ舎」で1⽇を過ごすのでは

なく、ただの⾨脇として過ごし、⾃分の⼈⽣にとって⼤切なことをそこで探し、⾏い、そし

て「アート・インクルージョン」に戻って、やはりただの⾨脇として⾃分の⼈⽣にとって⼤

事なことを探し、⾏いつづけたらいいんじゃないでしょうか。「アート・インクルージョン」

「わらしべ舎」「多夢多夢舎」が利⽤者にとってだけでなく、職員にとってもそれぞれの⼈

⽣を実現する場であり、協働の場になっていくよう連携していけたらと考えています。 

 

【実施実績】合計14回、のべ60⼈ほどが訪問 

⚫5⽉11⽇ オンラインで３事業所の担当者によるキックオフミーティング 

⚫5⽉25⽇ アートインクルージョンから多夢多夢舎訪問（松⾳くん、たかピー、妄想エン

ジン全開娘、⻘⼭、⾨脇の計５⼈） 

⚫6⽉22⽇ アート・インクルージョンからわらしべ舎訪問（yuka*、DAIKI、KASUMI、

佐々⽊、⾨脇の計５⼈） 

⚫6⽉29⽇ わらしべ舎からアート・インクルージョン訪問（２名） 

⚫7⽉6⽇ わらしべ舎からアート・インクルージョン訪問（２名） 

⚫7⽉19⽇ 多夢多夢舎からアート・インクルージョン訪問（３名） 

⚫7⽉19⽇ アート・インクルージョンからわらしべ舎訪問（コウセイ、笙YUU、⻘⼭の計

３名） 

⚫7⽉20⽇ アートインクルージョンから多夢多夢舎訪問（⼩野統也、しゅんすけ、菊地の

計３名） 

⚫7⽉21⽇ わらしべ舎からアート・インクルージョン訪問 

⚫8⽉22⽇ アート・インクルージョンからわらしべ舎訪問（稲葉篤志、⼀平、⻲岡、⾨脇

の計４名） 



⚫8⽉23⽇ 太⽩区⽂化センターからアート・インクルージョン訪問（２名） 

⚫8⽉24⽇ アートインクルージョンから多夢多夢舎訪問（市川洋⼀、yuka*、⾼倉、⾨脇

の計４名） 

⚫10⽉26⽇ アート・インクルージョンからわらしべ舎訪問（yuka*、妄想エンジン全開娘、

⾨脇の計３名） 

⚫11⽉5⽇ アート・インクルージョンからわらしべ舎訪問（松⾳くん、⾨脇の計２名） 

⚫12⽉11⽇ アートインクルージョンから太⽩区⽂化センター（海⿂爬Ton、市川洋⼀、⽩

⼾健、稲葉篤志、たかピー、⼩野統也、KASUMI、みさこ、しゅんすけ、アニマルアーティ

スト、かっつん、妄想エンジン全開娘、Madofuwa、松⾳くん、michiko、Saiko、yuka*お

よびパートナー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4．アートによる仕事づくり事業 

アートによる仕事づくり事業ではパートナー佐々⽊桂を中⼼にスタッフの制作した作品を
⽤いた グッズ・コンテンツを開発。パートナー髙橋尚⼦を中⼼に⾃主企画のマルシェ・ア
ートプロジェクトの企画を⾏い、パートナー洞⼝真喜⼦を中⼼に外部主催販売会へ精⼒的に
参加し売り上げを⽴てていった。 
2020年度から仙台市市⺠⽂化事業団の助成を受けて⾏なっている「アートを仕事にするネ

ット ワーク環境形成事業」によって作られた地元のクリエイターや企業、福祉事業所、ア
ーティスト達とのネットワークには「AとW」という名称が付き、AとW名義での仙台パル
コ２での出店をきっかけに外部からの出展依頼も増加傾向にある。 
 
⑴ グッズ・コンテンツ開発および販路の開拓  
プリント額絵、⼿作りノート、ボールペン、シャープペン、カラフルわたあめ、カレンダー、
年賀状、⾳楽コンテンツ、オンラインライブ、フライヤーデザイン、ウェブデザイン、楽楽
楽⽂化祭でのワークショップ企画運営、みんなのマルシェ、配信業務などコンテンツ開発・
販売を⾏い、主催事業、協⼒店舗、ネットショップ「Aiマーケット」「Aiマーケットin SUZ
URI」での販売を⾏った。パートナー洞⼝真喜⼦を中⼼に河原町マルシェへ の⽉⼀度の出店、
⾏政の主催するふれあい製品フェアへのコンスタントな参加など販売の機会を増やしていく
ことで売り上げ増加、知名度の向上、参加するスタッフたちの仕事への意識の変化を⾒るこ
とができた。販売の機会が増えることでスタッフが販売業務に前向きに当たること、付随す
る商品の制作・準備も増え、アニマルーティストによる「お好きな動物つくりますワークシ
ョップ」、ミッキーによるカラフルわたあめ販促物としての特⼤看板の制作など多様な仕事
を下⽀えしている。合同会社サボコマースによるAiオリジナルパッケージのミルクキャンデ
ィが新たなラインナップに加わった。協⼒団体との関わりの中で出会った魅⼒的な商品を仕
⼊れての販売を開始、サボコマースのオーストラリアマヌカハニーMGO30+、シンディア
ナのパレスチナオリーブオイルを取り扱い開始。他の福祉事業所とは違う商品のバリエーシ
ョンがオリジナリティあふれる商品ラインナップにつながった。 
ハンカチ、カラフルわたあめはメイン商品として様々な販売会で売上アップの助⼒となっ

た。カラフルわたあめはコロナ禍後初めての七⼣での販売で、それまでに培ったわたあめ制
作のオペレーションを遺憾なく発揮し⼤きな売り上げを⽴てることができた。 
ハンカチについては後述するアートを仕事にするネットワーク環境形成事業で企画した「A
とW POPUP SHOP」を仙台パルコ２にて開催するタイミングに合わせて新柄を量産。売上
数を⼤きく更新した。ハンカチの縁を縫う⼈材が不⾜しており、⽣産体制について何度も協
議した結果、次年度⽣産分から縫製職⼈とのマッチングサービス「nutte(ヌッテ)」を活⽤
することになった。 
 



  

   

     
２０２３年度開発したハンカチの柄 （みちかのレターハンカチは復刻） 
 
⑵ アートを仕事にするネットワーク環境形成事業  
昨年度に引き続き、多夢多夢舎中⼭⼯房、わらしべ舎⽻⿊台⼯房と、渡邉デザイン、DIYS
TUDIO、TEXTと「アートを仕事にするネットワーク会議」を７⽉から⽉⼀度のペースで実
施。仙台を拠点にするアートな福祉施設とクリエイターたちによるネットワーク体「AとW」
がワークショップや展⽰など多様な展開を⾏ったり、市場に通⽤する協働出店やポップアッ
プショップを運営したり持続可能なネットワーク体になっていくためにブランディングを実
施。学び合いと協議を重ねながらロゴや付随するパターンなどを作成。今後の活動に役⽴つ
基盤をしっかりと作ることができた。また、新たにDIYSTUDIOとの協働によって合板製の
オリジナルのディスプレイテーブル２台と雛壇什器４台を開発することに成功し、より魅⼒
的な店舗運営を可能にする財産を⼿にすることができた。 



各事業所はクリエイターとの信頼関係を作ることができており、すでに各クリエイターへ
什器注⽂、商品開発への協⼒、アートディレクションなど⾃⼰資⾦で仕事を依頼し着々と市
場に通⽤するブランド、商品開発を形にし、持続可能な関係性を築いて⾏っている。アー
ト・インクルージョンではまだ⾃⼰資⾦を投じてのクリエイターとの協働やブランディング
の必要性について賛同を得るまでには⾄れていない。そのためAとWの活動を継続していく
ために24年度も⽂化事業団の助成⾦を申請している。 

   

  
ロゴとパターン、PARCO販売会の様⼦ 
 

⑶うめぇな〜お花⾒マルシェ 
3⽉に販売会の予定がないことに気づいた洞⼝パートナーが中⼼となって新たなマルシェを
スタッフと共に企画・運営した。題名や、何を⾏うか・担当者などスタッフに割り振りをし
て、スタッフが関わるからこそ⽀援するパートナーたちも関わらざるを得ない状況を作るこ
とによって、いつものどんどこ市や本祭とは違った「⾃分ごと」としてアート・プロジェク
トにスタッフ・パートナー共に関われたことが⼀番⼤きな成果だった。他の２企画では企画
運営を担当するパートナー以外は何もわからず、連携が取れていないためにスタッフの関わ
り⽅も薄くなってしまうことが勿体無い点であったため、うめぇな〜お花⾒マルシェでの経
験を通じて関わるひとが「⾃分ごと」にできる企画・運営を⽬指していきたい。 



 

  
うめえなぁ〜お花⾒マルシェの様⼦ 
 

⑷ その他ソフトコンテンツ事業 

① 配信事業 

「どんまいネットみやぎ」が主催する「リハビリテーション講習会」がコロナのために202

0年度からオンライン開催となっており、毎⽉のオンライン企画で培ったスキルを⽤いてア

ートインクルージョンでその配信業務を請け負っています。本年度はコロナで⻑らく休⽌し

ていたリアル開催を再開。仙台医師会館で⾏い、それを記録、配信しました。 

また、2023年4⽉から始まった「ほっぷの森カレッジ」が主催する「Sunday⽉いちカレッ

ジ」を記録、編集、⼀般公開できるものをYouTubeで配信しています。本年度は11回分の

撮影と編集を⾏い、そのうち３本を⼀般公開しました。 

 

② ホームページ制作・運営事業 

「ふうどばんく東北AGAIN」「どんまいネットみやぎ」「にじのさかなプロダクション」

からホームページの制作、更新業務を受託、運営を⾏いました。 

 

③ フライヤー等デザイン事業 



「ふうどばんく東北AGAIN」から依頼を受け、「みやぎこども⾷堂ネットワーク」の冊⼦

や「とみやっこプレーパーク」のフライヤーを制作。 

「こどもアドボカシーセンターみやぎ」から依頼を受け、こどもの権利擁護のための冊⼦を

制作中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. パブリシティとファンドレイジング事業「つたえる事業」 

⑴広報事業 

Aiのホームページにて、参加するマルシェやイベント、オンラインライブなどの告知を⾏

ってきた。その他、Facebook、Instagram、Twitterなどもこまめに更新し、集客を促しま

した。 

2024年5⽉31⽇現在のフォロワー状況は以下の通りです（括弧内は2023年同時期）。 

⚫Facebookページのフォロワーは1633⼈（1609⼈。24⼈増） 

⚫Instagramのフォロワーは1263⼈（1021⼈。242⼈増） 

⚫Xのフォロワーは3427⼈（3441⼈。14⼈減） 

⚫YouTubeのチャンネル登録者数は467⼈（426⼈。41⼈増） 

YouTubeの2023年6⽉1⽇〜2024年5⽉31⽇までの1年間の視聴回数は1万4118回、総再⽣

時間は651.2時間。 

この間の上位コンテンツは 

１「仙台三桜⾼校⼤震災復興⽀援チャリティコンサート」492回 

２「かっつんって、どんな⼈？」486回 

３「Aiオンライン企画Vol.40 Madofuwa誕⽣祭」386回 

４「失語症？チャンネル第⼀回」386回 

５「失語症？チャンネルPV 柳沢澄男、70歳です。」381回 

 

このほか、関連するSNSの運営としては以下の通り。 

・Ai GALLERYのFacebookページはフォロワー250⼈（248⼈。2⼈増） 

・アイドルyuka*のFacebookページはフォロワー222⼈（216⼈。6⼈増）、Xはフォロワー

2182⼈（2445⼈。263⼈減）、Instagramはフォロワー362⼈（256⼈。106⼈増）。 

・たかピーと⾼倉悠樹によるInstagram「たかぴい商店」はフォロワー155⼈（68⼈。87⼈

増）。 

・アートを仕事にするネットワーク環境形成事業のInstagram「net_make_art」はフォロワ

ー395⼈（185⼈。210⼈増）。 

 

 



⑵ファンドレイジング事業 

① みやぎ⾚い⽻根募⾦会チャレンジプロジェクト 

141万円を集めることができました。 

② 七⼗七銀⾏愛の募⾦会 

20万円をご寄付いただきました。 



2023年4月号/vol.49
                                 

▲ Y・S  「無になるためのⅡ」より



2023年4月号/vol .49
 　
制作・編集：Aiスタッフ

■ナイスハートバザールが行われました

■防犯講習会が行われました

■「アーティストとアート・インクルージョンの表現者」
                                        2022が開催

■新プログラム「運動の時間」が始まりました

1日(水)・2日(木)に仙台駅2階催事コーナーにて開かれた販売会。
宮城県の障がい者福祉事業所３４事業所が参加したイベントにAiも出店しまし
た。人通りは多く立ち止まって見てくれた方もいらっしゃいましたが、なかなか手に
取って見てくれる方は多くなかったです。そんな中、人通りの騒音に負けじと声が
け（呼び込み）が出来たのは貴重な経験でした。（市川さん）

数年ぶりとなるウエルカムパーティーを4月3日（月）13時から仙台市市民活動サ
ポートセンター地下1階シアターにて開催します。コロナ禍で出来なかった期間に
Aiのスタッフ、パートナーになった方々の紹介などをする予定です。参加お待ちし
ております。

仙台市防犯協会連合会の方に来て頂いて、防犯対策講座が開かれました。
１日目はSNSの危険性で詐欺行為から犯罪に巻き込まれないための対処方法を
解説いただきました。2日目は護身術の訓練と行き帰りの防犯対策。実際に暴漢に
襲われた時の対処法などを学びました。実際に起こったSNSの被害を例に挙げて
説明していただいたり、自分の身近で起こりうることの対処法を体験し、自分の身
は自分で守るということを改めて感じさせられました。

■ウェルカムパーティーが開催されます■社会課題解決「みやぎチャレンジプロジェクト」
　ご支援ありがとうございました
赤い羽根共同募金「みやぎチャレンジプロジェクト」無事終了し¥1,095,000もの
ご寄付をいただきました。本当にありがとうございます。
頂いたご寄付はスタッフの活動のため大切に使わせていただきます。

■河原町マルシェ　　

■スロウ日和、はじまります

■プロ野球観戦に行きます

■Aiオープンスタジオ
4/15 （土）・4/23（日）11:00～16:00

■オンライン企画Vol.32

4/29（土）11:00～16:00
「昭和をテーマに…」

オモテの写真： 「Saiko 桜日和」より
さまざまな色で織りなす桜の花びらはまるで、桜吹雪が舞っているよう
な豪快さがあり、Saikoさんの描く桜です。

日時：4/22（土）
10:00～17:00
場所：多賀城市文化センター
物販/展示室　体験/創作室
入場料：無料

日時：4/9（日）
10:00～16:00
場所：河原町商店街通り
　　ツインタワー前広場

主催：SEND　お問合せ：send.hoga@gmail.com　協賛：麦薫る風処 萌芽
後援：多賀城市、NPO法人せんだい・みやぎNPOセンター
　　  （特非）みやぎ・せんだい中途失聴難聴者協会

耳のきこえないつくり手たちを
中心にしたフードとクラフトの
スロウなマルシェ

「スロウ日和」が
はじまります。

毎月行われていた河原町マルシェ。新年
度１回目は「つむぐ春」をテーマにして、
和菓子やキッチンカーに雑貨など様々な
出店があります。Aiではワークショップの
ほかグッズの販売もあります。

宮城県共同募金会様より4月5日の
東北楽天対埼玉西武の試合にご招
待いただきました。ありがとうござ
います。
当日が晴れることを祈って今から楽
しみです。

ヴォスクォーレ仙台から、中島千博コー
チがフットサルのボールを使った足で
転がす運動や体幹をのばす運動を教え
てもらったり、プログラムの最後には、
点取りゲームをしました。

3/21～26日まで開催された展示企
画が好評のうちに終了しました。

解決しない
お悩み相談所

たかピーの

START

展示の様子は右記の
アドレスから
ご覧いただけます。



2023年5月号/vol.50

稲葉篤志

加藤 育央 白戸 健

一 平

KASUMI かっつん

トトコ

King.K

清水 敬太

Saiko

S・i G・M 石川法然

DAIKI

たかピー

市川 洋一

まい

小野 統也

アニマルアーティスト

ひろトン

松音くん

まどか

妄想エンジン全開娘

みさこ

ミッキー

しゅんすけ

コウセイ

由宇

Y・Ｓ yuka*

諒太

エーアイニュースペーパー 50号記念企画

2023年5月号/vol.50
エーアイニュースペーパー 50号記念企画

みちか

michiko



2023年5月号/vol .50　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M、白戸 健

■スロウ日和に行ってきました

1987年知的障がい者の余暇サークルとして発足。楽しみながら練習と演奏活動を続けてきた
が、「プロになりたい」とたくさんのクラブ員から希望の声が上がり、その夢を叶えるため2001
年に「瑞宝太鼓」を結成。日本全国、時には世界を舞台に年100回以上の公演や講習活動を行っ
ている演奏集団「瑞宝太鼓」のコンサートが開催されます。宮城での公演は今回が最後になるか
もしれません。迫力ある演奏をぜひご覧ください。

■福の市が開催されます

■ウェルカムパーティー盛大に終了 ■河原町マルシェ　　

■びすた～りマンスリーコンサート
　「音の風景　弦楽器とピアノの彩」

■PET LIFE FEST.23が開催されます

■Aiオープンスタジオ
5/5（土）・5/28（日）11:00～16:00

■GWのお知らせ
5/3 （水）～5/7（日）までお休みとなります。

■オンライン企画Vol.33
5/20（土）11:00～16:00

表紙の写真： ニュースペーパー 50 号記念企画
スタッフにこれからの目標ややりたいこと、好きなことなど自由に描い
てもらいました。

日 時 ：５/28（日）
             開場 13:30 開演 14:00
場 所 ： びすた～り榴ヶ岡
料 金 ： 3500円（ケーキセット付）

日時：５/14（日）
10:00～16:00
場所：河原町商店街通り
　　ツインタワー前広場

Aiではアートグッズと「アニマルアーティスト」作品の実演販売します。

初夏の午後、爽やかな風と奏でる音色
で、彩られる時間はいかがですか？

◀現在、「びすた～り榴ヶ岡」では小野
統也の作品が展示中です。ぜひ一度お
立ち寄りください。

障害者福祉事業所の美味し
いパンやクッキー、お豆腐、お
花、アクセサリーなど、商品が
もりだくさん！手作りのあたた
かさが 広 がるマーケットで
す。A iのアートグッズの出店
もあります。

講師の先生方や関係者の皆さま、スタッフ、パートナー含め約80名
の来場があり、おかげさまで楽しいウェルカムパーティーになりまし
た。ありがとうございました。

エーアイニュースペーパー

瑞宝太鼓のHPはこちら▶

◀虹のさかなプロダクション
　HPはこちら

4/22(土)に多賀城市文化センターでス
ロウ日和が行われ、A iは出店とワーク
ショップを展開しました。「オレは販売と
かわらしべ舎の人とおしゃべりしたりし
て楽しかったぜ！」（松音くん）

日時：

5/6（土） ・ 6/18（日）
10:30～14:30
場所：

勾当台公園市民広場



2023年6月号/vol.51
                                 

▲ Y・S  「無になるためのⅡ」より



2023年6月号/vol .51　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M

■とっておきの音楽祭に出演しました

■どんどこ市開催します

毛糸を使ってアート！
編み物が苦手な方でも講師の
先生が手取り足取り教えてもら
えるので、安心して楽しめる時
間です。　

図書室の先生による絵本を通
じて本の楽しさや学びを深める
読み聞かせの時間。大人にこそ
読んでほしい、聞いてほしい絵
本がそこにある。

日々の鍛錬から漲るエネルギーと情
熱溢れる「ありのままの自分達を見
てくれ！」「自分達の生き様を見てく
れ！」という魂の叫びが伝わる最高の
ステージでした。ありがとうございま
した。

■河原町マルシェに出店します■瑞宝太鼓のみなさん、ありがとうございました。

■新プログラム紹介

6/24（土） 11:00～16:00
■Aiオープンスタジオ&
■オンライン企画Vol.34

「加藤育央」展
オモテの写真： 「加藤育央」作品より
大きな紙のすみっこに可愛らしい絵や、こまかい文字をびっしり描いた
り、いつもニコニコしながらひかえめな育央さんはダンスではキレキレ
のパフォーマンスをする一面もある。現在「びすた～り榴ヶ岡」にて加藤
育央作品が同時展示中です。

日時：

 6/11（日）
 10:00～16:00
場所：

 河原町商店街通り
 ツインタワー前広場
今回は「カラフルスイーツ市」を
テーマに美味しいスイーツが大集
合、Aiではワークショップのほか
グッズの販売もあります。

解決しない
お悩み相談所

たかピーの

あるかも？

エーアイニュースペーパー

日時：6/10（土）
      11:00～17:00
場所：
  ぶらんど～む一番町

帝国軍やパレードも
やってくるらしい！？

◆織物の時間／矢吹重光先生 ◆絵本のとびら／村松由里子先生

ワークショップ

インクルーシブなアート市

マルシェ

オープンステージ

スタンプラリー

■福の市が開催されます

いろんなお菓子や雑貨がもり
だくさん！手作りのあたたか
さが広がるマーケットです。
Aiのアートグッズを販売しま
す。ぜひお立ち寄りください。

日時：

 6/18（日）
10:30～14:30
場所：

勾当台公園市民広場

Aiのスタッフが出演したステージを紹介します。

▲yuka*▲サンフィッシュ

▲市川洋一▲笙YUU&諒▲Aiファクトリー



2023年7月号/vol.52

▲ Y・S  「無になるためのⅡ」より

KASUMI

コウセイ

Saiko

白戸 健



2023年7月号/vol .52　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M、白戸健

■尚絅学院大学「SDGsマルシェ 2023」

■課外活動で仙台市科学館に行ってきました。

■「ヴォスクオーレ仙台」の試合会場で出店します。

■ベガルタ仙台の観戦に行きます。

たくさんのご来場、イベントに参加いただき、ありがとうございました。

■河原町マルシェに出店します■どんどこ市開催しました

7/29（土） 11:00～16:00

7/22（土） 11:00～16:00

■Aiオープンスタジオ

■オンライン企画Vol.35

オモテの写真： 夏いろの風景
上 ➡　左：白戸健「晴るる海辺」　  右：KASUMI「無題」
下 ➡　左：Saiko「帆船」　             右：コウセイ「夏キャンプ」

日時：

 7/9（日）
 10:00～16:00
場所：

 河原町商店街通り
 ツインタワー前広場
今回は「クラフト市」をテーマに手
づくりの商品を中心にマルシェが
開催されます。Aiではワークショッ
プのほかグッズの販売もあります。

エーアイニュースペーパー

■仙台七夕に出店します。

■暮らしの市に参加します

「暮らしの市」とは「知恵と工
夫で暮らしを彩る」ことをテー
マにしたマルシェイベントで
す。器や木工品等の手づくり
の品から古道具、地元商店に
よる食、アップサイクル、もの
づくりのワークショップなど、
日々の暮らしを提案した雑貨
やグッズが立ち並びます。

仙台といえば「七夕祭り」。期
間中に七十七銀行一番町支
店入口前にてAiアートグッズ
やわたあめなどの販売をいた
します。ぜひ七夕見物の際は
是非お立ち寄りください。

尚絅学院大学が「身近な課題を見つけてみよう!」をテーマに開催した
「SDGｓマルシェ2023」。Aiでは藤崎さまとコラボしてアート作品など
の販売で出店させていただきました。

課外活動の時間に仙台
市科学館に行っていま
した。

ヴォスクオーレ仙台の試合を応援に行きます。当日はAi
の出店ブースもあるのでぜひいらしてください。

ベガルタ仙台の試合前から後半開始頃まで、ユアテックスタジアム仙台
の入口ゲート付近でAiグッズの販売をいたします。

日 時：

 7/22（土）・23（日）
　　10:00～15:00
場 所：
塩竈市杉村惇美術館

日時：

8/6（日）～ 8/8（月）
時間未定
場所：

七十七銀行一番町支店前

日時：

8/6（日）～ 8/8（月）
時間未定
場所：

七十七銀行一番町支店前

日時：７/５（水）
16:30～20:10頃まで
（試合開始は19:00）
場所：
ユアテックスタジアム仙台　

「インドネシアとむすんで」
７/２（日） 12:00～14:30  （試合開始は19:00）
                           場 所 ： 青葉体育館

（試合開始は14:00）（試合開始は14:00）



2023年8月号/vol.53   

▲ Y・S  「無になるためのⅡ」より

ミッキー

yuka*
Saiko



2023年8月号/vol .53　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M、白戸健

■ベガルタ仙台の試合観戦&出店しました！

■スイーツアートのプログラムがありました。

■地底の森ミュージアムに行ってきました。

■仙台七夕に出店します！

■ヴォスクオーレ仙台の試合観戦&出店しました。 ■「成田夏祭り」に出店します。

■Aiオープンスタジオ

■お盆休みについて
8/11(金)～16(水)の期間お休みです。

■オンライン企画Vol.36 &
　Aiオープンスタジオ

オモテの写真： 仙台七夕のイラスト
竹・短冊/ミッキー　　織姫・彦星・背景星/yuka*
仙台七夕・政宗/Saiko

日 時：

 8/6（日）
 10:00～21:00

日 時

 8/6（日）～8/8（火）
  11:00～17:00頃
場 所

七十七銀行一番町支店前

今回は「夏祭り」をテーマに手づく
りの商品を中心にマルシェが開催
されます。Aiではワークショップの
ほかグッズの販売（15：00まで）を
します。

4 年 ぶりに仙 台 七夕に出 店しま
す。カラフルわたあめを三越向か
い七十七銀行一番町支店前で販
売します。七夕を見に来る際はぜ
ひ寄ってみてください。

解決しない
お悩み相談所

たかピーの

あるかも？

エーアイニュースペーパー

■河原町マルシェ「夏祭り」

2回に分けて実施したス
イーツアートの時間。美
味しそうで、思わず口に
いれたくなるほど、カラ
フルなドーナツやワッ
フルなどを作りました。

課外活動の時間に地底
の森ミュージアムに行っ
てきました。入口を入っ
て間もなく暗くて広い空
間で約2万年前のたき火
や森のあとの遺跡展示
があり、そこでは映像で
旧石器時代の人がどん
な生活をしていたか見
ました。順路に沿って見
学して行くと、旧石器人
と遭遇してコミュニケー
ションもとれました。

いつも、スポーツの時間でお世
話になっているヴォスクオーレ仙
台からホームゲームにご招待頂
きました。はじめてフットサルの
試合を見たスタッフも多く、一生
懸命応援し、特に後半の逆転劇
にはとても興奮しました。

Aiでは15:00～わたあめなどの販売をします。

ホームゲームで試合開始前か
らベガルタのサポーターでとて
も賑わうゲート入口付近で販売
をしました。その後、Aiのスタッ
フみんなで試合を楽しく観戦し
ました。ベガルタ仙台さんご招
待ありがとうございました。

８/26（土） 11:00～16:00

８/13（日）・27（日） 11:00　～16:00

8/5（土）15:30~20:30
場所：成田東公園 主催：成田連合町内会 夏祭り実行委員会

■「成田夏祭り」に出店します。

8/5（土）15:30~20:30
場所：成田東公園 主催：成田連合町内会 夏祭り実行委員会

場 所：

 河原町商店街通り
 ツインタワー前広場



2023年9月号/vol.54   

▲ Y・S  「無になるためのⅡ」より

「妄想エンジン全開展」

日 時：2023  9 / 6 wed ～
 23sat

10：00～16：0
0

場 所：Ai GALL
ERY※9 日・23 日を

除く土日祝は休
廊



■河原町マルシェ「秋のスイーツ市」

2023年9月号/vol .54　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M、白戸健

■みんなのマルシェ in
　ブランチ仙台

■エフブンノイチ＋に出店します

■みやぎアピール大行動に出店します

日 時：

 9/10（日）
 10:00～16:00

エーアイニュースペーパー

「たべる」と「あそぶ」が未来をつく
る！？フードバンクとプレーパークを
知ろう！をテーマに子ども食堂やマ
ルシェ、ワークショップが開かれま
す。Aiも販売とワークショップで参
加します。皆さんのお越しをお待ち
してます。

宮城県内の福祉事業所16団体が
TAPIOにオープンします。アート・
インクルージョンも出店します。

障害者自立支援法“応益負担反対”
を訴え、より良い障害者福祉を求
め、せんだいメディアテークでの講
演、そして仙都会館に向けて大行進
をします。
当日、Aiはメディアテーク内で出店
販売を行います。　　

9/23（土） 11:00～16:00

9/9（土）・23（土） 11:00～16:00

■ベガルタ仙台のオリジナルTシャツ頂きました
吸収速乾のドライシャツで
普段着としてはもちろん、
試合観戦にはこのTシャツ
を着てベガルタを応援しに
行きましょう。

一番町のアーケード内でAiのみんなが日
頃どう過ごし、どんな活動をしているのか
触れることができる機会です。

場 所：
 河原町商店街通り
 ツインタワー前広場

■フラットシアターフェスティバル　　

■DATE NA SENDAI COLLECTION 2023　　

日 時：

 9/16（土）・17（日）
 10:00～16:00

日 時：9/23（土）・24（日）  
場 所：定禅寺通 グリーンベルト

日 時：9/6（水）・20（水）  
場 所：サンモール一番町商店街

障害や年齢の違いを問わず、あらゆ
る子どもを対象とし、様々な表現を
楽しめる2日間で す。A i は 音 階 や
ルールを超えて、音を探し、なんで
もありなNO is・・・？な音楽隊として
参加し、出店販売もします。

歴史ある街「かわらまち」に、美味しい
秋のスイーツが大集合！有名店やTV
で話題のお菓子も登場します。その
他、クラフト系雑貨・野菜や花ワーク
ショップ・リラクゼーション・さらに、
美味しいグルメキッチンカー
も大集合！

今回で3回目となる『LGBTQ』をテーマに
したファッションショー。差別がなくなり、
だれもが自分らしくアイデンティティを
もって生きられる世界になればいいとい
う願いを込めて開催されます。Aiスタッフ
もモデルとして参加し、出店販売もします。

場 所：
 宮城野区文化センター
 宮城野区中央市民センター

日 時：

 9/3（日）11:00～15:00
場 所：ブランチ仙台（WEST）

日 時：

 9/3（日） 13:00～
せんだいメディアテーク
オープンスクエア

■オンライン企画Vol.37

■オープンスタジオ

仙台発の福祉事業所とクリエーター、Fab 工房によるコラボレーション
から生まれたアイテムを中心にしたポップアップショップを開催します。
お問合せ ： 一般社団法人アート・インクルージョン 
助成：公益財団法人仙台市市民文化事業団

9.1（FRI）-9.5（Tue）10:00-20:00
仙台PARCO 2階  

POP UP STORE

■「Aiファクトリー@一番町」が始まります

9/1（金）～15（金）
10:00～20:00



2023年10月号/vol.55   
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2023年10月号/vol .55　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M、白戸健

エーアイニュースペーパー

10/16（月）は本祭の代休になります

9/30（土）・10/22（日）11:00～16:00

■FUJISAKI  DAY開催されます

Aiでは八木山動物公園にて「アートグッズ」や「オリジナルポーチを作
ろう」などの販売を行います。

日 時：

10/7（土）・8（日）
 11:00～16:00
会 場：
八木山動物公園フジサキの杜
（仙台市八木山動物公園）

日 時：

10/1（日）～31（火）
会 場：仙台市太白区長町一帯

■お休みのお知らせ

10/14（土） 
11:00～16:00

■オンライン企画Vol.38

■オープンスタジオ

「ハトヤ物語」

「人気キャラ大集合！」
旧 笹 谷 街 道 沿 い に あ る

「ファッションウェアた む
ら」前のまちの掲示板に、
小学生にも人気のキャラク
ターがじょじょに増えてい
きます。
リクエスト募集中。
出展：Madofuwa

「長町電車スポット」
文具ステージ赤井沢にて、長
町で電車が見える・聞こえ
る・感じられるスポットを写
真で紹介します。会期中はAi
のアートグッズの販売ブース
があります。YouTubeでの配
信もあります。
出展：松音くん×由宇

「ながまちものがたり」
長町界隈で生まれ育った
Saikoと母・有子に聞き取り
した話をもとに長町をテー
マにした曲を制作。ミュー
ジックビデオをYou Tub e
で公開致します。
出展：Saiko

「スイーツ日和」

就労移行センターほっぷに
通う皆さんが想いのままに
描いたものやお互いの人生
を詩にした物に絵をつけた
作 品 などを「 び す た ～り
フードマケット」と「C a f e 
Jho Jho」に展示します

「むかしここには
競馬場があった」

「せんくらとのコラボ
展示」
長町競馬場を再現したイン
スタレ ー ション や 1 / 5 ス
ケールの駄菓子屋ハトヤ、
サイレント映像による「長
町電車スポット」など、楽楽
楽ホールホワイエに展示し
ます。
出展：Aiスタッフなど

「マイ・ライフ」
2024 年 12 月に閉店する長町
の名物駄菓子屋店ハトヤを
テーマに、3 人の表現者がそ
れぞれの「ハトヤ物語」を制
作します。

出展：
たかピー、高倉悠樹、門脇篤

かつて長町にあった「仙台競
馬 場」（通 称「長 町 競 馬」）
をテーマにした馬のイラスト
をじゃじゃ麺の店「食堂び～
わん」に展示します。
出展：
小野統也

長町の洋菓子専門店「セレ
ブレ」とコラボしたケーキや
mich i koオリジナルパフェ
の立体作品などを展示。
出展：michiko

フリーペーパー
「みずもうたうよ」

「今日もナガマチから
　お送りします」
仙台のローカルアイドルと
して活動しているyuka*が
長町のおすすめスポットを
紹介します。

仙台のローカルアイドルと
して活動しているyuka*が
長町のおすすめスポットを
紹介します。

「Nagamachi
 まいそーと」

皆さんのお越しを
お待ちしてます。
皆さんのお越しを
お待ちしてます。

お楽しみ
盛りだくさん！！

▲昨年の様子から

■AiMonth
　「アート・インクルージョン2023」
■AiMonth
　「アート・インクルージョン2023」

長町駅前ひろばか
らの生中継をぜひ
お楽しみください。

▲2019年「橋姫ミュージカル」初演より

ステージ

マルシェ

せんくら
×
Ai

フード
ドライブ

ワーク
ショップ

長町界隈の水流の聴こえる場
所をテーマに執筆陣それぞ
れの表現を散りばめたフリー
ペーパーを長町各所で配布

（太白区文化センター、ハト
ヤ、食堂び～わん、赤井沢な
ど…）＜執筆陣＞高倉悠樹、
King K、白戸健、コウセイなど

■Ai本祭2023開催します
日 時：

 10/14（土） 11:00～16:00
会 場：長町駅前広場
「アート・インクルージョン2023」のクライマックスとなる
ステージやマルシェ、ワークショップなどからなる1日。
Aiの表現者たちによるソロステージのほか、長町に伝
わる伝説をテーマにしたオリジナルミュージカル「橋姫
ものがたり2023」の上演します。

■Ai本祭2023開催します
日 時：

 10/14（土） 11:00～16:00
会 場：長町駅前広場
「アート・インクルージョン2023」のクライマックスとなる
ステージやマルシェ、ワークショップなどからなる1日。
Aiの表現者たちによるソロステージのほか、長町に伝
わる伝説をテーマにしたオリジナルミュージカル「橋姫
ものがたり2023」の上演します。

長町をテーマにした写真や
絵とまいの文章を組み合わ
せた投稿を10月の31日間、
毎日Instagramで投稿して
いきます。
出展：まい

イラスト：海魚爬ton
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2023年11月号/vol .56　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M、白戸健

エーアイニュースペーパー

11/3（金）・11/26（日）11:00～16:00

11/3（金） 
11:00～16:00

■オンライン企画Vol.39

■オープンスタジオ

■AiMonth
　「アート・インクルージョン2023」
■Ai Month
「アート・インクルージョン2023」が開催されました。
 

海魚爬トンをメイン
にライブ&トークを
お送りします。

日 時：

 10/14（土） 11:00～16:00
日 時：

 11/11（土）・12（日） 10:00～15:00
「暮らしの市」とは「知恵と工夫で暮らしを彩る」ことをテーマにした
マルシェイベントです。器や木工品等の手づくりの品から古道具、地
元商店による食、アップサイクル、ものづくりのワークショップなど、
日々の暮らしを提案した雑貨やグッズが立ち並びます。同時に2日間
に渡って塩釡市内で複数のイベントが開催されます。お出かけがて
らどうぞお立ち寄り下さい。

長町駅前広場で開催された「Ai本祭」では長町に伝わる伝説をテーマに
したオリジナルミュージカル「橋姫ものがたり」やソロパフォーマンスの
ほか、ワークショップやマルシェなど楽しいこといっぱいの一日でした。

オモテの写真：Madofuwa 作品
絵を描くことやダンスが好きなMadofuwaさんを
フィーチャーして今年度最後の「@一番町」です。

塩竈市杉村惇美術館

日 時：

 11/12（日）
  10:00～16:00

日 時：

 11/2（木）
  10:00～19:00

月1回開催されている河原町マル
シェ。今回のテーマは「あったか
市」です。Aiではワークショップの
ほか、グッズの販売があります。

手作りのパンや
焼 き 菓 子 、ス
ウィーツ、などな
どおいしい食べ物がいっぱい。その
他にも手作りの木工品、アクセサ
リーや小物雑貨といった「とってお
きの商品」が販売されます。

■河原町マルシェ「あったか市」

■ナイスハートバザール in せんだい

場 所：
 河原町商店街通り
 ツインタワー前広場

場 所：
JR仙台駅2階
中央改札口コンコース
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2023年12月号/vol .57　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M

エーアイニュースペーパー

12/29（金）～1/4（木）までお休みです。
■年末年始のお休みについて

福祉事業所のオリジナル雑貨や
お菓子など盛りだくさんなマルシェが出
展します。ふーどばんく東北AGAINによるフード
ドライブやゆっくり休める休憩スペースもあります。

日 時：

 12/12（日） 10:00～16:00

■河原町マルシェ　「サンタ商店街」

■Aiカレンダー2024注文受付中です

■赤い羽根共同募金
「みやぎチャレンジプロジェクト」

■Sunday
　月いちカレッジ開催中

今年もこの季節がやってきました！！
「Aiオリジナル卓上カレンダー」を販売します。
1冊1,100円で受注生産です。
※受注生産につき、お渡しには1週間ほどお時間
を頂きます。お買い求めの際はAiパートナーまで。

毎月1回、日曜日の午前10時～12時の開
催です。講師の専門的なお話に加え、毎回
渡辺祥子さんとのトークの時間もあり、参
加の皆さんとのやり取りが魅力です。バラ
エティに富んだ講師陣それぞれの立場か
らの新たな視点を提供。これまでとらわれ
ていたことから心が自由になるかもしれ
ません。新たな価値観を提供する楽しい
学びと体験の場にぜひお越し
ください。どなたでもお気軽
に参加いただけます！！

街をとび出してもっと大胆に創りたい！
汚れるのを気にせずに大きなキャンバ
スに向かって、絵筆やペンを走らせた
り、自身の表現と向き合える環境作りに
資金を使わせていただきます。皆さま
の温かいご支援をお願いいたします。

場 所：
  河原町商店街通り
   ツインタワー前広場

日 時：

 12/9（土）10:30～14:30
場 所：
 仙台市新田東総合運動場
 宮城野体育館

『楽楽楽マルシェ』

「Aiファクトリー」は仙台市一番町にあるアート・ス
ペース。障がいのあるアーティストたちが毎日、制
作活動を行っています。それを楽楽楽文化祭内
で開き、来場者はいっしょに制作に参加できま
す。大きなクリスマスツリー『楽楽楽ツリー』を作
るワークショップもあります。

『Aiファクトリー＠楽楽楽文化祭
楽楽楽ツリーをつくろう！』

多様性や人と人とのつながり交流の実現
をテーマに制作された世界各国の映像
作品を上映します。
お楽しみください！

『楽楽楽多文化映画祭』

■代休のお知らせです
12/18（月）は楽楽楽文化祭の代休になります。

※12月15日以降のご注文はお渡しが来年になる場合がございます。

『冬のひだまりコンサート』
楽楽楽ホール（２F）/14:00～15:30
パフォーマンスあり、ダンスあり、歌あり赤

ちゃんからご年配の方までお楽しみ頂
けるプログラムです。

【 出 演 】アート・インクル ー
ジョン・ファクトリー、幹mik i

（シンガーソングライター）、
過心杏（ギター・ボーカル）、小野越郎（津

軽三味線）、三浦公規（和太鼓・鳴り物縁者）、
三浦加菜子（Saxophone）,及川久美子（Piano）

【企画】特定非営利活動法人ほっぷの森

ホワイエ（２F）/10:00～15:30

展示ホール（地下1F）/10:00～15:00

音楽練習室1（地下2F）/10:00～15:30

12/24（日）・31（日）11:00～16:00
■オープンスタジオ
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2024年1月号/vol .58　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M

エーアイニュースペーパー

■スタッフと一つの企画やコラボ作品をつくりたい

■赤い羽根共同募金
「みやぎチャレンジプロジェクト」

■クリスマス会開催しました

■楽楽楽文化祭が開催されました

街をとび出してもっと大胆に創りたい！
汚れるのを気にせずに大きなキャンバ
スに向かって、絵筆やペンを走らせた
り、自身の表現と向き合える環境作りに
資金を使わせていただきます。皆さま
の温かいご支援をお願いいたします。

A iではお互いにフラットな関係を築けるよう、親し
みを込めて職員をパートナー、利用者をスタッフと
呼んでいます。今回は、亀岡萌乃さんにお話を伺い
ました。
Q.  A iではどんなお仕事をされてますか？
A.週4日パートナーとして、スタッフの活動をサポー
トしています。
スタッフのみなさんが「やりたい」と思ったことを表
現できるような環境や雰囲気づくりを心掛け、お仕
事をしています。
Q.  A iに来る前はどのようなお仕事をされていましたか？
A.アルバイトでマクドナルドで働いていました。また、学生の頃は保育の勉強を
していました。
Q.  A iに来てからの感想などお聞かせ下さい。
A.今までボランティアとして何度かAiの皆さんと関わることはありましたが、1日
通して活動の様子を知ることは無かったので驚くことがたくさんありました。
スタッフの皆さんと話したり、作品に触れて、より深く知りたいと思いました。
ボランティアで関わったスタッフが憶えてくれていたのも嬉しかったです。
Q.  今後Aiでやってみたい事などありますか？
A.スタッフと一つの企画や作品をつくりたいです。皆さんの理想を形にできるよ
うに日々の活動を通してスタッフの興味や好みをキャッチできたら良いなっと思
います。年齢が近いスタッフが多いので、これからも話しやすさを心掛けて、一
緒に成長していけたら良いなと思います。
Q.  休日はどう過ごしていますか？
A.絵を描くことが好きなので家で絵を描いたり、カラオケで歌ったりして過ごし
ています。一人カラオケで全力で歌うのが気持ち良いです。
ありがとうございました.. .   今後ともよろしくお願いします。

A iでクリスマス会を開催しま
した。
白木さんや講師の皆さん、親
御さんをお招きして、スタッ
フのパフォーマンス披露やク
イズ 大 会 、ボ ーリング 大 会
に、美味しいケーキもいただ
き、笑顔溢れるクリスマス会
になりました。

ワークショップやマルシェ、そしてステージと、ご来場いただきありがとうございま
した。皆さんと一緒に「楽しいこといっぱいの１日」となりました。

1/8（月）・20（土）11:00～16:00
■オープンスタジオ

1/20（土）11:00～16:00
■オンライン企画Vol.40

パートナー
亀岡 萌乃さん

オモテの写真： Mado fuwa の作品
いつもアニメのキャラやかわいいイラストを描いてるmado fuwaさんが、
新しい作風にも取り組んでいます。１月のオンライン企画が楽しみです。

■楽楽楽文化祭エクストラプログラム
「Aiファクトリー1日体験」

楽楽楽文化祭アートワークショップを企画運営して
いるアート・インクルージョン。アート・インクルー
ジョンファクトリーでは、楽楽楽文化祭でワーク
ショップを行ったアーティストさんが日々思い思い
の日常を過ごしています。ゆる～くまったりとした時
間が流れるそのAiファクト
リーで、所属アーティストさ
んたちと一緒に１日を過ご
してみませんか。
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2024年2月号/vol .59　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M

エーアイニュースペーパー

■赤い羽根共同募金
「みやぎチャレンジプロジェクト」

■ほっぷの森フェスティバル開催されます

街をとび出してもっと大胆に創りたい！
汚れるのを気にせずに大きなキャンバ
スに向かって、絵筆やペンを走らせた
り、自身の表現と向き合える環境作りに
資金を使わせていただきます。皆さま
の温かいご支援をお願いいたします。

●展示企画
「ほっぷの森って、どんなところ？」をテーマにほっぷの森カレッジに集
う人々や卒業生、連携団体による絵画や立体、文章などを展示します。

●映像上映
「表現のプログラム」で制作した映像を上映します。「ほっぷの昼休み」
「ほっぷのプログラム」など、日常を垣間見る事ができます。

●トーク　10:00～12:00
2/18「Sunday 月いちカレッジ」
出演：市川洋一（アート・インクルージョン）　ナビゲート：渡辺祥子

（ほっぷの森カレッジ学長）ほっぷの森カレッジ開校とともに始まった、
一般参加大歓迎の学びと交流の場。この日は「ゆっくりの力」と題し、ス
テージなどに取り組む市川洋一さんがゲストです。

●公開プログラム　13:30～
「つむつむたおし」「Bトレ」「段ボールバスケット」「ほっぷかるた」など、
ほっぷの森カレッジの人気プログラムを公開実施します。日頃の活動
をぜひご体験ください。

●ステージ　14:30～
ほっぷの森カレッジに集う有志による演奏などを披露します。飛び入り
参加も大歓迎です。　

2/24（日） 11:00～16:00

■オープンスタジオ
■オンライン企画
　Vol.41

■若林消防署河原町出張所の見学に行きました
活動スペースや事務室な
ど、すぐ出動出来るように
車両や道具、防火衣などが
整っていて緊急時に対応
できる行動、日頃の訓練か
ら連携を深めていることが
わかりました。

■きらりの集いが行われました

■AとWの販売に向けてワークショップを行いました

AとWの商品作りで各々好きな色を選んでシルクスクリーンプリントを体験しました。

2/17（土） ～18（日）
日 時：

展示と上映：
2/17　10:00～15:00
2/18　13:30～15:00

場 所：
ほっぷの森カレッジ

10:00～15:00

◆cafe jho jho ◆びすた～り榴岡

◆アート・インクルージョン

◆びすた～り
　フードマーケット

◆TFU Cafeteria Olive 

作品展示会場　2/1～29
ほっぷの森の4事業所とアート・インクルージョンジョンでほっぷの森カレッジの
作品展示を行います。※営業時間や休業日などは、各施設にお問合せください。

仙台市太白区長町3-7-26
長町病院１F
☎022-796-1061

仙台市宮城野区榴ヶ岡5番地
みやぎNPOプラザ１階
☎022-299-2888

仙台市太白区長町1-2-8
☎022-738-7231

仙台市青葉区一番町３丁目８番1４号 スズキアバンティビル３F
☎022-797-3672

仙台市宮城野区榴岡2-5-26
東北福祉大学仙台駅東口キャンパス1F
☎022-762-7827

特定非営利活動法人 ほっぷの森
仙台市青葉区本町1-2-5 第三志ら梅ビル4階  ☎022-797-8801

誰でも気軽に参加できます！
直接会場へ！

参加費
無料

同時
開催

全国の障害を持っている人が中心となって障害
がある人もない人も一緒に歌ったり、ゲームを
したり、交流を深め楽しい集まりとなりました。

お問
合せ

オモテの写真： 書き初め
新年初めのプログラムはみんなで書き初めをしました。
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2024年3月号/vol .60　
制作・編集：Aiスタッフ&パートナー
　　　　　コウセイ、S・i G・M

エーアイニュースペーパー

■うめぇなぁ～『お花見マルシェ』開催します

二日間に渡り、トークやステージなど
ほっぷの森フェスティバルプレが開催
されました。Aiのギャラリーでは一ヶ月
間、ほっぷの森の4事業所とほっぷの
森カレッジとアートインクル
ージョンが合同で作品展示し
ました。

春といえばお花見です
ね。出会いもあり、別れの
季節でもある春。ドキド
キ、わくわくのおいしいも
のたのしいこといっぱい
のマルシェに遊びに来ま
せんか・・・

■ほっぷの森のフェスティバルプレが開催されました

オモテの写真： 「コウノトリからの便り」
おもに、色鉛筆で淡い色合いのタッチで描いていたY・Sさんが、
近頃は折り紙作りに凝っていて、出来上がった折り紙を使って立体的に作
品を作ることが主流になっている。

■のぞみマーケットに「AとW」が出店しました 
東日本 大 震 災をきっか けに 立ち上
がっ た 紙 漉 きとアートの ブ ランド

「Nozom i  pape r  f a c t o r y」が南三
陸 町 にある作 業 所を一 般 開 放 する

「OPEN ! F a c t o r y」を開催しました。
Aiはマルシェに参加させて
いただきました。

■「七十七愛の募金会」様よりご寄付いただきました
長年、社会貢献活動を
されている「七 十 七 愛
の 募 金 会」より贈 呈 式
が行われました。有効
に活用させていただき
ます、ありがとうござい
ました。

3/3（日）・23（土）・31（日）11:00～16:00
■オープンスタジオ

3/23（土）11:00～16:00
■オンライン企画Vol.42

3/16（土） 
日 時：

場 所：
ぶらんど～む一番町
　アーケード内

11:00～15:00

●さをり織り雑貨
工房すぴか
●クッキー・アクセサリー他

Keyaki no mori
●ガラスアクセサリー・雑貨
眞苔硝子
●クッキー・他
コッペ＆ワークスペースぽぽ
●ハンバーガー
マイロ
●マーブルアート雑貨・他
ボタニカルラウンジ
●パン・焼き菓子・おはぎ・雑貨
みつばちニコニコ工房
●レジンキーホルダー・他

Angle-M

●大漁旗アップサイクル

FUNADE
●アート雑貨
WONDER ART
●野菜・アクセサリー
芽ぶき
●しゅうまい他
もぐもぐ
●つまみ細工・小物
ぶるーびー
●お菓子・小物
はぴかむ
●さをり織り雑貨

Toki☆Maki
●手芸品・焼き菓子
ピアサポートセンターそら

マルシェ
福祉事業所とクラフト作家の焼き菓子や雑貨などの販売

ワークショップ
みんなで桜の木を満開にしよう！
めんこなど、昔の遊び体験

パフォーマンス
銀河の果てから第501軍団がやってくる！？
キッズチアのフラッシュモブ

福祉事業所とクラフト作家の焼き菓子や雑貨などの販売

みんなで桜の木を満開にしよう！
めんこなど、昔の遊び体験

銀河の果てから第501軍団がやってくる！？
キッズチアのフラッシュモブ

出店者一覧

●パン・焼き菓子他
あいの郷

耳のきこえないつくり手たちを中心にしたフード
とクラフトのスロウなマルシェが開催されます。
「スロウ日和」に出店するのは、半数が耳がきこ
えないつくり手たちです。でも、耳がきこえな
いって、どういうことなんだろう? 手話や筆談を
つかったお買い物やコミュニケーション
を体験してみよう!

■スロウ日和、がはじまります

3/24（日） 
日 時：

場 所：多賀城市文化センター
10:00～16:00
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持
っ
て
い
る
の
で
︑
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
で

維
持
さ
れ
る
社
会
で
は
︑
誰
か
が
そ
の
捌

け
口
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
︒
か

く
し
て
︑究
極
の
ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
﹁
神
﹂

は
生
贄
を
要
求
す
る
︒
し
か
ー
し
！
信
州

信
濃
の
早
太
郎
は
見
破
っ
た
ど
！
民
を
脅

迫
し
て
誰
か
を
犠
牲
に
さ
せ
る
な
ん
て…

そ
ん
な
も
の
は
神
で
は
な
く
﹁
化
け
物
﹂

で
す
か
ら
っ
！
残
念
っ
！
ワ
ン
ワ
ン
ッ
！

ガ
ブ
ッ
！

　
前
略
︑
橋
姫
様
︒
埋
ま
る
の
は
さ
ぞ
や

怖
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
︒
お
ら
︑
い
く
ら

考
え
て
も
何
も
わ
か
ん
な
い
ん
で…

河
原

さ
穴
掘
っ
て
︑
ち
ょ
っ
く
ら
埋
ま
っ
て
み

よ
と
思
っ
た
ん
で
が
す
︒

　
お
ら
︑
お
っ
か
ね
が
ら
歌
い
な
が
ら…

幸
せ
に
な
っ
て
ね
〜
わ
た
し
埋
ま
っ
て
ま

す
〜
♫
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
続
く
︶

み
ず
も
う
た
う
よ
　
第
１
号
　
広
瀬
橋
編(

前)

　
二
〇
二
三
年
九
月
二
七
日
発
行
　
一
般
社
団
法
人
ア
ー
ト
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン ▲穴を掘るせこ三平

長町にながれる水流を聴く
水辺散策×アートのフリーペーパー

　
長
町
一
丁
目
の
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
で
ひ
と
や
す
み
す
る
︒
な
ん
て

良
い
天
気
な
ん
だ
ろ
う
︒
キ
ン
グ
さ
ん
は
買
っ
た
ば
か
り
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
を
も
の
の
数
秒
で
飲
み
干
し
て
し
ま
っ
た
︒

﹃
道
中
往
来
﹄
と
い
う
一
八
一
六
年
発
刊
の
古
文
書
の
絵
図
に
は
︑

仙
台
城
下
南
の
出
入
口
で
あ
っ
た
長
町
宿
場
と
と
も
に
長
町
橋(

現

広
瀬
橋)

も
見
え
る
︒
河
原
町
側
に
は
対
橋
楼
︑観
水
楼
︑赤
壁
楼
︑

香
菊
楼
︑
お
百
茶
屋
と
五
つ
の
茶
屋
が
あ
り
︑
下
河
原
五
軒
茶
屋

と
呼
ば
れ
て
栄
え
た
︒
参
勤
交
代
の
際
は
藩
主
や
重
臣
が
赤
壁
楼

で
朝
食
を
摂
る
の
が
習
わ
し
だ
っ
た
と
い
う
︒
明
治
時
代
以
降
は

河
原
町
と
長
町
北
町
に
そ
れ
ぞ
れ
青
果
市
場
が
出
来
て
︑
こ
の
辺

り
は
い
ま
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
賑
わ
っ
た
︒

　
散
歩
を
は
じ
め
る
ま
え
に
︑
一
応
そ
ん
な
こ
と
を
ひ
と
と
お
り

説
明
す
る
が
︑
案
の
定
興
味
が
な
さ
そ
う
だ
︒
広
瀬
橋
ま
で
た
ど

り
つ
く
と
︑
キ
ン
グ
さ
ん
は
﹁
あ
の
石
が
描
き
た
く
て
仕
方
な
い
﹂

と
言
っ
て
鉛
筆
を
取
り
出
す
︒
彼
の
目
を
引
い
た
の
は
橋
で
も
川

で
も
な
く
︑
橋
の
し
た
に
集
ま
っ
て
い
る
石
こ
ろ
だ
っ
た
︒

　
昭
和
初
期
に
市
電
長
町
線
が
開
通
す
る
と
︑
奥
州
街
道
は
市
電

通
り
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
は
じ
め
は
広
瀬
橋
の
真
横
に

市
電
専
用
橋
が
架
け
ら
れ
た
︒
長
町
行
き
が
広
瀬
橋
に
さ
し
か
か

る
と
︑
回
収
し
た
切
符
を
川
に
投
げ
捨
て
る
車
掌
も
い
た
︒
長
町

の
子
ど
も
た
ち
は
捨
て
ら
れ
た
切
符
を
川
の
な
か
で
探
し
て
遊
ん

だ
と
い
う
︒

　
藩
政
時
代
に
架
け
ら
れ
た
広
瀬
橋
は
幾
度
と
な
く
洪
水
に
よ
っ

て
流
失
し
て
い
る
︒
一
八
二
三
年
に
は
流
さ
れ
た
橋
の
た
め
に
供

養
碑
が
建
て
ら
れ
た
が
︑
そ
の
後
い
つ
か
ら
か
﹁
根
岸
の
長
者
の

娘
が
自
ら
人
身
御
供
と
な
っ
た
こ
と
で
川
が
鎮
ま
り
︑
無
事
に
橋

が
架
か
っ
た
﹂
と
す
る
所
謂
橋
姫
伝
説
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

そ
の
供
養
碑
の
す
ぐ
近
く
で
︑
い
ま
キ
ン
グ
さ
ん
が
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
広
瀬
橋
を
描
い
て
い
る
︒

　
一
方
︑
せ
こ
三
平
さ
ん
は
そ
の
伝
説
に
引
き
込
ま
れ
︑
人
柱
に

つ
い
て
調
べ
て
い
る
︒
調
べ
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
︑
生
き
た

ま
ま
埋
め
ら
れ
た
橋
姫
様
の
こ
と
を
想
っ
て
︑
実
際
に
埋
ま
っ
て

み
る
ら
し
い
︒立
会
人
は
私
︒橋
の
た
も
と
で
待
ち
合
わ
せ
て
い
る
︒

横
桁
に
鳩
が
た
く
さ
ん
と
ま
っ
て
い
る
︒



帰りの地下鉄車内で

仕上げをする king k

「あの石を描きたくて仕方ないよ…」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 と鉛筆を握りしめる king k 

　　　　　　　　　　　　　　　その様子をカメラに収めるコウセイ



み
ず
も
う
た
う
よ
　
第
２
号
　
広
瀬
橋
編(

下)

　
二
〇
二
三
年
九
月
二
七
日
発
行
　
一
般
社
団
法
人
ア
ー
ト
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

　
せ
こ
三
平
の

現
代
ヒ
ト
バ
シ
ラ
考

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
編                    

　
埋
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
〜
ラ
ラ
ラ
ン
ラ

ン
︑
埋
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
〜
ラ
ラ
ラ
ン

ラ
ン
♫

　
工
事
が
難
航
し
て
現
場
の
意
欲
が
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
時
︑﹁
人
柱
を
埋
め
る
﹂

と
い
う
行
為
は
︑
強
烈
な
刺
激
剤
︒
工
事

を
監
督
す
る
人
に
は
と
て
も
便
利
だ
っ
た

か
も
︒
あ
る
写
真
家
が
﹁
人
間
は
人
間
を

超
え
た
も
の
が
な
い
と
元
気
が
出
な
い
﹂

と
言
っ
て
た
け
ど
︑
信
じ
る
っ
て
こ
と
は

実
際
に
天
候
を
左
右
す
る
ぐ
ら
い
の
力
を

秘
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︒
生
き
て
い

る
と
ど
う
し
て
も
︑
理
不
尽
な
こ
と
︑
耐

え
難
い
こ
と
に
遭
遇
す
る
︒
お
ら
も
﹁
生

き
づ
ら
さ
﹂
と
﹁
毛
の
抜
け
や
す
さ
﹂
を

抱
え
な
が
ら
も
︑
な
ん
だ
り
か
ん
だ
り
今

日
ま
で
生
き
て
み
ま
し
た
︒
そ
し
て
こ
の

歳
に
な
る
と
︑も
う
社
会
の
せ
い
だ
と
か
︑

な
ん
だ
り
か
ん
だ
り
言
っ
て
ら
れ
な
い
の

ね
︒
自
分
が
死
に
直
面
し
た
時
︑
そ
う
い

う
言
い
訳
は
成
り
立
た
な
い
と
感
じ
る
︒

今
こ
の
瞬
間
を
み
ん
な
生
き
て
い
る
わ
け

だ
け
ど
﹁
自
分
が
生
き
て
死
ぬ
こ
と
に
何

か
の
意
味
が
ほ
し
い
﹂
と
い
う
欲
が
人
間

に
は
あ
る
の
か
な
︒
人
間
の
致
死
率
は
一

〇
〇
％
︑
誰
も
が
い
つ
か
絶
対
に
死
ぬ
︒

だ
か
ら
︑
生
き
が
い
と
同
時
に
﹁
死
に
が

い
﹂
と
い
う
こ
と
も
考
え
た
り
︒
人
類
す

べ
て
の
罪
を
背
負
っ
て
十
字
架
に
か
か
る

と
か
︑
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
み
た
い
に
火
山

に
飛
び
込
む
と
か
︑
衆
生
救
済
の
た
め
即

身
成
仏
と
か…

も
う
八
つ
当
た
り
だ
ろ
う

が
何
だ
ろ
う
が
︑
わ
か
っ
た
上
で
あ
え
て

す
べ
て
を
一
身
に
引
き
受
け
て
︑
自
分
の

命
を
差
し
出
す
︒
橋
姫
の
行
為
も
実
際
に

そ
う
い
う
崇
高
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
︒
む
り
く
り
拉
致
さ
れ
た
女
性
で

な
い
こ
と
を
祈
る
︒

　
で
︑
お
ら
実
際
に
埋
ま
っ
て
み
た
わ
け

で
す
が…

や
っ
ぱ
り
何
も
わ
が
ん
な
い
な

い
な
い
︒
ん
で
も
︑
川
砂
の
感
触
︑
重
み
︑

暗
闇
︑
息
苦
し
さ
︑
呼
吸
の
音
︑
感
じ
ま

す
た
〜
︒
ま
あ﹁
生
き
づ
ら
い
﹂と
か
言
っ

て
も
︑
生
き
埋
め
に
な
る
ぐ
ら
い
つ
ら
い

こ
と
は
あ
ん
ま
り
な
い
か
も
で
す
︒

　
僕
ら
は
み
ん
な
息
で
き
る
〜
♫
息
で
き

る
か
ら
う
れ
し
ん
だ
〜
♫

　
ん
で
︑
穴
か
ら
出
た
＝
再
誕
と
い
う
こ

と
で
︑ま
た
み
な
さ
ん
と
お
会
い
で
き
て
︑

お
ら
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
っ
し
ゅ
︒
今

後
と
も
︑
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

す
ま
っ
し
ゅ
！

       ▲埋まるせこ三平と祈りを捧げる yuka*

長町にながれる水流を聴く
水辺散策×アートのフリーペーパー 　

広
瀬
橋
を
河
原
町
側
に
わ
た
っ
て
す
ぐ
に
桃
源
院
と
い
う
黄
檗
宗
の

施
餓
鬼
寺
が
あ
る
︒
こ
の
あ
た
り
が
昔
い
ち
め
ん
の
桃
畑
だ
っ
た
こ
と

か
ら
名
が
つ
い
た
︒
白
戸
健
さ
ん
と
コ
ウ
セ
イ
さ
ん
の
二
人
が
並
ん
で
︑

桃
源
院
入
口
の
桃
の
花
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
た
の
で
︑
慌
て
て
私
も

そ
の
よ
う
す
を
撮
影
し
て
み
る
︒
二
人
と
も
寡
黙
な
表
現
者
で
︑
感
情

の
う
ご
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
私
に
は
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
︒

　
前
号
で
長
町
を
襲
っ
た
洪
水
に
つ
い
て
書
い
た
が
︑
飢
饉
の
被
害
も

ま
た
凄
ま
じ
い
も
の
だ
っ
た
︒
数
万
と
押
し
寄
せ
る
流
民
に
救
済
を
施

し
た
の
が
桃
源
院
を
建
立
し
た
観
心
院
淳
君
で
あ
る
︒
い
ま
も
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
広
瀬
川
灯
籠
流
し
は
︑
も
と
も
と
飢
饉
の
死
者
供
養
と
し

て
桃
源
院
で
始
ま
っ
て
い
る
︒

　
桃
源
院
の
斜
向
か
い
の
川
岸
で
い
ま
︑
せ
こ
三
平
さ
ん
が
砂
に
埋
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
︒
シ
ャ
ベ
ル
で
横
長
に
穴
を
掘
り
︑
そ
の
な
か
に
寝

そ
べ
る
︒
目
を
閉
じ
て
︑
手
を
合
わ
せ
る
︒﹁
じ
ゃ
あ
︑
埋
め
ま
す
よ
︒

や
ば
そ
う
だ
っ
た
ら
叫
ん
で
く
だ
さ
い
﹂
と
声
を
掛
け
て
︑
私
が
柔
ら

か
い
砂
土
を
せ
こ
さ
ん
の
身
体
に
か
け
て
い
く
︒
ち
ょ
う
ど
長
町
ロ
ケ

を
は
じ
め
た
ば
か
り
の
仙
台
の
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
ド
ルyuka*

が
そ
の
よ

う
す
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
︒﹁
は
じ
め
ま
し
て
︒
ど
う
し
て
埋
ま
っ
て
る

ん
で
す
か
？
﹂﹁
橋
姫
様
の
気
持
ち
を
知
り
た
く
て…

﹂﹁
埋
ま
っ
て
み

て
ど
う
で
す
か
？
﹂﹁
な
ん
か
︑
す
ご
い
圧
迫
感
が
あ
り
ま
す
﹂

　
川
沿
い
を
沖
野
方
面
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
く
︒
し
ば
ら

く
す
る
と
四
つ
続
け
ざ
ま
に
並
ん
だ
鉄
橋
が
見
え
て
く
る
︒
東
北
新
幹

線
︑
東
北
本
線
︑
常
磐
線
︑
貨
物
線
の
専
用
橋
だ
︒
明
治
二
〇
年
に
東

北
本
線
新
河
原
町
架
道
橋
が
出
来
た
の
が
最
初
だ
が
︑
そ
の
橋
に
こ
ん

な
話
が
あ
る
︒
当
時
国
鉄
の
普
通
列
車
の
ト
イ
レ
は
解
放
式
だ
っ
た
︒

垂
れ
流
し
で
あ
る
︒
橋
梁
下
で
釣
り
を
し
て
い
た
長
町
の
子
供
た
ち
は
︑

列
車
が
近
づ
く
た
び
に
大
声
を
あ
げ
て
あ
わ
て
て
避
難
し
た
︒

　
若
林
緑
地
の
す
ぐ
近
く
に
は
　
旅
立
稲
荷
大
社
が
あ
る
︒
政
宗
公
が

参
勤
の
折
︑
前
号
で
紹
介
し
た
五
軒
茶
屋
で
一
服
し
︑
こ
こ
で
旅
の
無

事
を
祈
っ
た
と
い
う
︒
樹
齢
二
三
〇
年
の
け
や
き
の
巨
木
を
見
上
げ
︑

白
戸
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
﹁
で
か…

﹂
と
立
ち
止
ま
る
︒

　
こ
う
し
て
河
川
敷
を
歩
く
時
間
が
白
戸
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
る
の
か
︑
こ
の
感
情
の
動
き
が
ど
ん
な
作
品
に
な
る
の
か
︑

私
に
は
ま
だ
想
像
も
出
来
て
い
な
い
︒





せ
こ
三
平
の

泳
げ
!
ギ
ン
ジ
ャケ
く
ん

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
話                    

　
シ
ャ
ケ
は
涙
か
溜
息
か
〜
︑
心
の
う
さ

の
捨
て
ど
こ
ろ
〜
🎵

あ
る
晴
れ
た
秋
の
日
︒
広
瀬
橋
の
下
流
に

あ
る
﹁
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
﹂
に
︑ギ
ン
ジ
ャ

ケ
く
ん
が
出
現
し
た
︒
ギ
ン
ジ
ャ
ケ
く
ん

は
養
殖
魚
だ
︒
志
津
川
湾
の
生
簀
か
ら
逃

げ
出
し
︑
名
取
川
か
ら
広
瀬
川
に
迷
い
込

み
︑
こ
こ
ま
で
遡
上
し
て
来
た
︒
口
の
中

か
ら
天
を
仰
ぐ
と
︑
口
の
形
に
切
り
取
ら

れ
た
青
空
が
見
え
た
︒
白
い
雲
を
ト
ン
ビ

が
横
切
っ
て
行
く
︒
口
の
端
か
ら
︑
傾
き

か
け
た
太
陽
の
光
が
差
し
込
む
︒
せ
せ
ら

ぎ
の
音
︑
ひ
ん
や
り
し
た
水
と
ヌ
ル
ヌ
ル

す
る
泥
の
感
触
︒
散
歩
す
る
紳
士
と
会
釈

を
交
わ
す
︒
穏
や
か
な
午
後
だ
っ
た
︒
銀

鮭
は
北
米
原
産
で
︑
日
本
で
初
め
て
宮
城

県
で
養
殖
に
成
功
し
た
そ
う
だ
︒
山
地
の

孵
化
場
で
生
ま
れ
た
銀
鮭
は
︑
体
長
二
〇

セ
ン
チ
ほ
ど
に
な
る
と
︑
海
に
運
ば
れ
て

生
簀
の
中
に
入
れ
ら
れ
︑
水
揚
げ
さ
れ
る

日
ま
で
生
簀
の
中
で
育
つ
︒
川
も
知
ら
ず

広
い
海
も
知
ら
ず
︑
た
だ
食
べ
ら
れ
る
た

め
に
生
ま
れ
︑
食
べ
ら
れ
る
た
め
に
生
き

る
︒
人
間
が
魚
を
美
味
し
く
食
べ
る
た
め

に
︑﹁
神
経
締
め
﹂
と
い
う
技
術
が
あ
る

そ
う
だ
︒
棒
で
叩
い
て
脳
を
破
壊
し
︑
脊

髄
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
差
し
込
ん
で
神
経
を
破

壊
し
︑
尾
の
と
こ
ろ
を
切
っ
て
血
液
を
抜

く
︒
良
い
と
か
悪
い
と
か
で
な
く
︑
人
間

と
は
そ
う
い
う
も
の
で
︑
魚
は
た
だ
そ
の

運
命
を
受
け
入
れ
る
︒あ
る
日
︑ギ
ン
ジ
ャ

ケ
く
ん
は
幸
運
に
も
︑
広
い
海
へ
逃
げ
出

す
こ
と
が
で
き
た
︒
し
か
し
み
な
さ
ん
︑︑

ギ
ン
ジ
ャ
ケ
く
ん
に
は
︑︑︑
ふ
る
さ
と
の

川
が
な
い
の
で
す
︒

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
二
六
年
一
〇
月
二
九
日
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
よ
り
引
用
﹁
二
〇
一
一
年
三
月
一

一
日
︑
東
日
本
大
震
災
で
︑
東
北
地
方
沿

岸
の
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
が
生
簀
と
と
も
に
流

さ
れ
ま
し
た
︒
流
失
し
た
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ

は
翌
年
の
秋
に
︑
東
北
太
平
洋
側
の
複
数

の
河
川
に
遡
上
し
︑
中
に
は
成
熟
し
た
個

体
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
︒
ギ
ン
ザ
ケ
は
本

来
我
が
国
で
は
産
卵
し
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
︑
多
く
の
河
川
に
遡
上
し
た
た

め
︑
サ
ケ
や
サ
ク
ラ
マ
ス
な
ど
在
来
の
さ

け
・
ま
す
魚
類
に
与
え
た
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
︵
以
下
略
︶﹂　

み
な
さ
ん
︑︑
わ
た
し
は
い
っ
た
い
ど
こ

へ
帰
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？

      ▲泳ぎ疲れたギンジャケくん

長町にながれる水流を聴く
水辺散策×アートのフリーペーパー

　
あ
る
日
︑
フ
ラ
ワ
ー
通
り
に
あ
る
駄
菓
子
屋
ハ
ト
ヤ
の
店
主
が
こ

ん
な
こ
と
を
語
っ
た
︒﹁
長
町
公
園(

現
鹿
野
公
園)

に
市
民
プ
ー
ル

が
あ
っ
た
ん
だ
よ
︒
二
十
年
く
ら
い
前
に
な
く
な
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
︒

ま
だ
う
ち
が
お
も
ち
ゃ
屋
だ
っ
た
頃
︑
夏
は
プ
ー
ル
帰
り
の
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
寄
っ
て
く
れ
た
︒
み
ん
な
泳
ぎ
疲
れ
て
お
腹
が
空

く
か
ら
ね
︑
五
十
円
と
か
七
十
円
の
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
よ
く
売
れ

た
よ
︒﹂
じ
ゃ
あ
夏
場
の
子
ど
も
の
来
店
も
減
っ
た
の
で
は
と
聞
く
と

﹁
八
本
松
緑
地
に
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
︑
そ
こ
で

遊
ん
だ
子
た
ち
が
来
て
く
れ
る
よ
﹂
と
教
え
て
く
れ
た
︒

　
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
は
︑
丸
太
の
柵
と
堤
で
囲
っ
た
範
囲
に
広
瀬
川

の
水
を
引
き
入
れ
て
つ
く
ら
れ
た
小
さ
な
親
水
池
で
︑
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
水
遊
び
で
き
る
よ
う
に
国
交
省
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
︒

長
町
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
水
遊
び
場
で
あ
る
︒
毎
年
十

一
月
に
は
広
瀬
川
の
清
流
を
守
る
会
に
よ
っ
て
鮭
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
る
︒
政
宗
公
が
行
っ
た
と
い
う
川
狩
に
因
ん
で
鮭
の
つ
か
み
獲
り

体
験
が
行
わ
れ
︑
獲
っ
た
鮭
は
そ
の
場
で
調
理
を
し
て
提
供
さ
れ
る
︒

大
都
市
に
流
れ
る
川
と
し
て
は
珍
し
く
︑
広
瀬
川
は
毎
年
五
千
匹
も

の
鮭
が
遡
上
す
る
︒
し
か
し
︑
近
年
は
生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ

る
水
が
増
え
た
こ
と
で
川
の
水
量
自
体
が
減
り
︑
鮭
の
数
も
大
幅
に

減
少
し
た
︒
今
年
の
鮭
ま
つ
り
も
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
︒

　
十
月
某
日
︒
せ
こ
三
平
さ
ん
が
銀
鮭
に
擬
態
し
︑
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ

池
を
回
遊
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
︒
鮭
頭
を
被
っ
て
池
で

あ
そ
ぶ
せ
こ
さ
ん
は
と
て
も
涼
し
げ
で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
だ
っ
た
が
︑

ピ
タ
ッ…

と
足
を
と
め
て
秋
空
を
仰
ぐ
瞬
間
︑
行
く
宛
の
な
い
寂
し

さ
を
噛
み
締
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
︒

　
画
家
の
妄
想
エ
ン
ジ
ン
全
開
娘
さ
ん
に
︑
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
を
舞

台
に
何
か
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
と
声
を
か
け
て
み
る
と
︑
写
真
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
希
望
が
返
っ
て
き
た
︒
ア
イ
ド
ル
のyuka*

さ
ん
が
踊
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
撮
影
し
て
︑
そ
の
あ
と
今
度
は
自
分

が
踊
っ
て
彼
女
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
い
た
い
︒
全
開
娘
さ
ん
は
い

つ
も
別
の
表
現
に
憧
れ
て
い
て
︑
今
回
は
元
気
溌
剌
に
踊
るyuka*

さ
ん
と
表
現
の
交
換
を
し
て
み
た
い
と
い
う
︒
私
は
こ
れ
を
︿
交
換

す
る
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
﹀
と
名
付
け
た
︒
最
初
は
恥
ず
か
し
そ
う
だ
っ

た
全
開
娘
さ
ん
も
身
体
を
動
か
し
て
い
る
う
ち
に
︑
表
情
が
ほ
ど
け

て
き
た
︒
撮
っ
て
い
る
と
き
と
は
全
然
違
う
感
覚
だ
と
語
る
︒
踊
り

慣
れ
て
い
るyuka*

さ
ん
も
︑
ひ
と
が
踊
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
撮
る

経
験
は
ほ
と
ん
ど
無
い
︒yuka*

さ
ん
が
画
角
を
変
え
て
ス
マ
ホ
を
構

え
直
す
と
︑
静
か
に
泳
ぐ
ギ
ン
ジ
ャ
ケ
く
ん
が
写
り
込
ん
だ
︒

み
ず
も
う
た
う
よ
　
第
３
号
　
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
編
　
二
〇
二
三
年
十
二
月
十
二
日
発
行
　
一
般
社
団
法
人
ア
ー
ト
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン



　



仙
台
競
馬
妄
想
譚

文
・
写
真　

印
度
孔
雀

絵　

小
野
統
也

　
二
〇
二
二
年
十
一
月
︑
仙
台
市
内
に
︑
恐

ら
く
初
で
あ
ろ
う
︑JR

A

︵
日
本
中
央
競
馬

会
︶
の
競
馬
関
連
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
た
︒

と
い
っ
て
も
︑
そ
こ
は
場
外
馬
券
売
場
で
は

な
く
︑
あ
く
ま
で
も
競
馬
の
レ
ー
ス
映
像
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
戦
で
き
る
︑
い
わ
ば
シ

ア
タ
ー
の
よ
う
な
場
所
だ
︒
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
︑
仙
台
市
は
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
関
係

の
施
設
の
設
置
に
厳
し
い
と
い
う
が
︑
そ
ん

な
街
に
︑JR

A

の
公
式
施
設
が
置
か
れ
た

と
い
う
だ
け
で
も
大
き
な
進
歩
で
あ
ろ
う
︒

　
そ
の
仙
台
市
で
あ
る
が
︑
か
つ
て―

そ
れ

も
十
九
世
紀
末
か
ら
戦
後
数
年
に
か
け
て
︑

存
在
時
期
は
違
え
ど
五
つ
ほ
ど
の
競
馬
場

が
︑
市
内
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
︒
そ
の

五
つ
の
中
で
︑
最
も
近
年
ま
で
存
在
し
て
い

た
の
が
︑
一
九
六
〇
年
に
廃
止
さ
れ
た
仙
台

競
馬
場
だ
︒
そ
れ
も
︑
現
在
の
郡
山
付
近
に

あ
っ
た
と
い
い
︑﹁
長
町
競
馬
場
﹂
と
呼
ば

れ
て
い
た
そ
う
な
の
だ
か
ら
驚
き
だ
︒
バ
イ

パ
ス
開
通
の
た
め
に
残
念
な
が
ら
廃
止
さ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
の
競
馬
場
︒
も
し
現
存
し
て

い
れ
ば···

色
々
と
妄
想
が
膨
ら
む
と
こ
ろ

で
あ
る
︒

　
ま
だ
ま
だ
競
馬
フ
ァ
ン
と
し
て
も
歴
は
浅

く
︑
未
熟
者
で
は
あ
る
が
︑
長
町
駅
か
ら
ほ

ど
近
い
学
校
に
通
う
馬
好
き
の
端
く
れ
と
し

て
︑
と
り
あ
え
ず
学
校
帰
り
に
観
戦
し
に
向

か
う
︵
当
然
だ
が
未
成
年
な
の
で
勝
馬
投
票

券
は
買
わ
な
い
︶︒好
き
な
馬
や
騎
手
が
勝
っ

て
上
機
嫌
に
で
も
な
れ
ば
︑
勉
強
だ
っ
て
愉

快
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
請
け
合
い
だ
ろ
う
︒

重
賞
レ
ー
ス
の
盛
り
上
が
り
に
身
を
委
ね
る

の
も
悪
く
な
い
︒
レ
ー
ス
結
果
に
一
喜
一
憂

す
る
紳
士
た
ち
の
表
情
を
眺
め
る
の
も
ま
た

一
興
だ
︒

　
と
こ
ろ
で
︑
現
在
︑JR

A

の
福
島
競
馬

場
に
お
い
て
︑﹁
七
夕
賞
﹂
と
い
うG

Ⅲ
競

走
が
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
だ
ろ

う
か
︒
過
去
に
は
大
逃
げ
で
知
ら
れ
た
ツ
イ

ン
タ
ー
ボ
号
や
︑
後
の
天
皇
賞
馬
オ
フ
サ
イ

ド
ト
ラ
ッ
プ
号
な
ど
が
優
勝
し
て
い
る
こ
の

レ
ー
ス
︑
か
つ
て
は
同
名
の
レ
ー
ス
が
︑
件

の
長
町
競
馬
場
に
て
開
催
さ
れ
て
い
た
と
い

う
︒
仙
台
と
も
縁
が
深
い
﹁
七
夕
﹂︒
も
し

仙
台
の
名
を
冠
し
た
競
馬
場
が
現
存
し
︑
こ

の
名
前
の
レ
ー
ス
が
八
月
の
第
一
日
曜
日
あ

た
り
に
施
行
さ
れ
て
い
た
ら····

仙
台
の
七

夕
も
一
段
と
盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い
な

い
︒

　
昨
今
︑
こ
の
国
の
競
馬
の
レ
ベ
ル
は
格
段

に
高
ま
っ
て
い
る
︒
世
界
最
強
と
呼
ば
れ
る

馬
も
現
れ
︑
地
方
に
も
強
豪
が
生
ま
れ
︑
ま

さ
に
群
雄
割
拠
と
呼
ん
で
い
い
だ
ろ
う
︒
日

本
の
馬
た
ち
が
当
た
り
前
に
世
界
レ
ベ
ル
に

立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
時
代
︑
仙
台
に

競
馬
場
が
あ
っ
た
な
ら
︑
ど
う
な
っ
て
い
た

の
か···

私
は
日
々
︑
思
い
を
馳
せ
る
だ
ろ

う
︒

長町にながれる水流を聴く
水辺散策×アートのフリーペーパー

　
足
元
に
ぽ
つ
ん
と
落
ち
て
い
る
た
べ
っ
子
ど
う
ぶ
つ
を
見
つ
け
た
︒

お
父
さ
ん
に
お
ん
ぶ
し
て
も
ら
っ
て
ご
満
悦
な
子
ど
も
の
手
か
ら
︑

あ
っ
︑
と
こ
ぼ
れ
落
ち
る
ビ
ス
ケ
ッ
ト…

そ
ん
な
映
像
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
︑
猫
型
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
︑

キ
ン
グ
さ
ん
が
﹁
妙
な
も
の
を
撮
る
ね
え
﹂
と
呆
れ
た
よ
う
に
言
う
︒

彼
は
風
景
画
を
描
く
と
き
の
題
材
に
す
る
た
め
︑
作
業
的
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
︒
そ
ん
な
彼
に
赤
瀬
川
原
平
の
路
上
観
察
の
こ
と
を
話

し
て
軽
く
受
け
流
さ
れ
て
い
る
私
の
後
ろ
で
︑
コ
ウ
セ
イ
さ
ん
は
花

壇
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
花
々
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
た
︒

　
長
町
一
丁
目
駅
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
通
り
を
抜
け
て
仙
台
南
高
校
の
方

へ
出
る
と
︑
そ
こ
に
木
流
堀
が
流
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
太
白
区
富
田

で
名
取
川
か
ら
入
れ
た
水
を
広
瀬
川
ま
で
引
く
全
長
約
六
キ
ロ
の
水

路
で
︑
江
戸
時
代
初
期
に
材
木
を
運
ぶ
た
め
に
開
削
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
︒
こ
の
木
流
堀
に
沿
っ
て
し
ば
ら
く
南
下
す
る
と
仙
台
三

桜
高
校
が
見
え
て
く
る
︒こ
こ
に
通
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
印
度
孔
雀
か
ら
︑

長
町
に
か
つ
て
あ
っ
た
仙
台
競
馬
場
に
つ
い
て
の
文
章
が
届
い
た
︒

私
は
彼
の
文
章
を
読
み
な
が
ら
︑長
町
の
老
舗
の
お
茶
屋
さ
ん
が
﹁
競

馬
の
日
は
玉
露
が
よ
く
売
れ
た
﹂
と
語
り
残
し
て
い
た
の
を
思
い
出

し
た
︒
玉
露
は
カ
フ
ェ
イ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
︑
興
奮
剤

と
し
て
馬
に
食
べ
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
︒

﹁
ね
ぇ
︑
高
倉
さ
ん
︑
こ
の
暑
い
な
か
で
こ
ん
な
訳
の
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
っ
て
る
ひ
と
︑
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
︒﹂
木
場
跡
橋
の
欄
干
で

画
板
を
支
え
︑
す
ら
す
ら
と
紙
に
鉛
筆
を
走
ら
せ
て
い
る
キ
ン
グ
さ

ん
が
そ
う
言
っ
て
笑
い
出
し
た
︒
誰
も
や
ら
な
い
よ
う
な
意
味
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
敢
え
て
や
る
の
が
表
現
者
で
し
ょ
う
︑
と
か
何
と
か

適
当
な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
︑
確
か
に
八
月
の
真
っ
昼
間
に
﹁
外
で

ラ
イ
ブ
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
や
り
ま
せ
ん
か
﹂
と
利
用
者
さ
ん
を
連
れ
出

し
て
し
ま
う
支
援
員
は
相
当
お
か
し
い
気
が
し
て
き
た
︒描
き
終
わ
っ

た
ら
一
回
コ
ン
ビ
ニ
で
休
憩
し
ま
し
ょ
う
︑
と
話
す
︒

　
こ
こ
を
流
れ
た
木
は
現
在
の
南
高
校
辺
り
に
あ
っ
た
木
場
と
呼
ば

れ
る
木
蔵
に
集
め
ら
れ
︑
仙
台
藩
の
家
臣
た
ち
に
燃
料
と
し
て
無
料

で
支
給
さ
れ
た
︒
こ
の
木
流
し
が
昭
和
期
ま
で
行
わ
れ
た
ほ
か
灌
漑

や
農
産
物
の
運
搬
に
も
使
わ
れ
︑長
町
の
生
活
に
密
着
し
た
水
路
だ
っ

た
よ
う
だ
︒
一
九
六
八
年
か
ら
の
改
修
工
事
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁

と
な
り
︑
い
ま
は
主
に
雨
水
排
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
︒
木

流
堀
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
キ
ン
グ
さ
ん
︑
そ
れ
を
記
録
す
る
コ
ウ
セ
イ

さ
ん
︑
唯
一
の
観
客
で
あ
る
私
︒
三
人
で
汗
を
拭
い
つ
つ
︑
か
つ
て

薪
を
運
ん
だ
と
い
う
水
が
走
る
音
︑
鉛
筆
が
走
る
音
を
聴
い
て
い
る
︒

み
ず
も
う
た
う
よ
　
第
４
号
　
木
流
堀
編
　
二
〇
二
三
年
十
二
月
十
三
日
発
行
　
一
般
社
団
法
人
ア
ー
ト
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

▲2023 年七夕賞口取写真

( 撮影 印度孔雀 )
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